
　

令
和
元
年
ス
タ
ー
ト
、
ま
た
も
台
風

と
豪
雨
、
災
害
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
た
方
に
心
よ
り
お
見
舞
い

と
、
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
と
共

に
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
旧
を
願

い
ま
す
。

　

さ
て
、
先
日
の
新
聞
に
宇
宙
航
空
開

発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
が
九
月
二
八
日

に
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
無
人

補
給
機
「
こ
う
の
と
り
」
８
号
機
が
宇

宙
飛
行
士
に
生
鮮
食
品
を
届
け
た
と

の
こ
と
で
し
た
。北
海
道
産
の
タ
マ
ネ

ギ
、宮
城
県
産
の
パ
プ
リ
カ
、愛
媛
、佐

賀
両
県
産
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
と

オ
ー
ロ
ラ
ブ
ラ
ッ
ク
の
ブ
ド
ウ
が
搭

載
さ
れ
た
と
の
記
事
で
し
た
。皮
な
ど

捨
て
る
部
分
や
種
が
少
な
い
な
ど
の

条
件
は
あ
る
も
の
の
、
ふ
と
頭
に
浮
か

ん
だ
の
が
山
江
村
産
、
栗
の
渋
皮
煮

や
、
や
ま
め
の
甘
露
煮
等
の
真
空
パ
ッ

ク
を
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
飛

行
士
へ
届
け
て
み
て
は
と
、
思
っ
た
と

こ
ろ
で
し
た
。喜
ん
で
も
ら
え
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
し
て
Ｐ
Ｒ
に

な
る
の
で
は
。

　

今
年
も
二
カ
月
を
切
り
、
寒
さ
も
一

段
と
厳
し
く
な
り
ま
す
、
健
康
に
留
意

し
て
年
末
を
迎
え
た
い
も
の
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
皆

様
に
関
心
を
持
っ
て
読
ん
で
頂
け
る

議
会
だ
よ
り
に
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

（
文
責　

久
保
山　

直
巳
）

【
議
会
広
報
委
員
】
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長
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委
員
長
／
久
保
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委
　    

員
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本
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り
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中
村
　
龍
喜
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【川辺川造成地（栗の新植）】 【村道井川尻弁慶谷線の災害復旧状】

【金子代議士へ要望書提出】 【松村参議より国の概要説明】

◯令和元年第５回山江村議会定例会報告

　・令和元年度補正予算　

　・一般質問

◯議員活動の一コマ

◯編集後記「だんだんなぁ」

P2
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写真の説明
　絶好の秋晴れのなか、村民体育祭が開催されま

した。午前中のみでしたが、多くの村民が一堂に会

し、和やかな雰囲気で種目が行われました。

　また、村政施行１３０周年記念シンポジウムでは、

山江中生徒による２０年後を見据えた村づくりの提

言が発表され、山江村の将来を担う子供たちを誇ら

しく思えた一日でした。

　議会定例会３日目の９月６日（金）は、午前９時から現地調査を行いました。災害復旧工事が行われてい
る村道井川尻弁慶谷線をはじめ、山江中学校屋外トイレ新設工事、川辺川造成地栗新植・改植事業など、合
わせて８か所を巡回し、施工の状況や事業の計画について、事業担当課から説明をうけるなどしました。

　９月１８日（水）から１９日（木）の２日間、山江村の抱える課題や事業に必要な予算・補助金等の確保
のため、令和２年度の主軸事業要望活動を県選出国会議員３名、関係国会議員１名の計４名に行いました。
当日は内山村長も同行し、中竹議長とともに、村の現状や地域の抱える課題などについて要望を行い、国会
議員からは、次年度向けた施策や課題解決へ向け協力を惜しまないと言った声をいただき、有意義な活動で
ありました。
　翌１９日には、再生可能エネルギーの研修として企業訪問を行い、国や企業が進めるエネルギー政策の情
報提供、意見交換などを行いました。

村民体育祭り

シンポジウム

令和元年10月31日発行 発行：山江村議会 編集：広報編集特別委員会
熊本県球磨郡山江村大字山田甲1356-1 ☎(0966)23-3401 FAX(0966)22-0105    山江村域内電話 ☎23-3401 
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（やまえ発見：春の訪れを告げる桜とツツジ）

山江村議会だより
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心ひとつに！ みんなでジャンプ！！



村税
222,504,162円

5.79％

地方譲与税
36,032,000円
0.94％

配当割交付金
621,000円
0.02％ 株式等譲渡所得割交付金

825,000円
0.03％

自動車取得税交付金
8,518,000円
0.22％

地方特例交付金
817,000円
0.02％

地方交付税
1,580,995,000円

41.12％

交通安全対策特別交付金
523,000円
0.01％地方消費税交付金

55,327,000円
1.44％

分担金及び負担金
12,826,374円
0.33％

使用料及び手数料
47,879,930円
1.25％

国庫支出金
433,577,092円
11.28％県支出金

191,316,590円
4.98％

財産収入
11,360,543円
0.30％

寄附金
16,210,000円
0.42％

繰入金
631,382,460円
16.42％

繰越金
201,448,921円

5.24％

諸収入
41,886,309円
1.09％

村債
351,200,000円

9.13％

山江村議会だより 令和元年10月31日発行⑪ 山江村議会だより令和元年10月31日発行 ②

中村　龍喜 議員

一般質問

平成 29年度

歳入総額 3,478,888,275 円 3,845,218,381 円 110.5%

平成 30年度 比　較

額
が
7
8
0
万
円
か
ら
1
2
0
万
円
へ
減
少

し
た
。
観
光
客
数
は
18
万
人
か
ら
22
万
人
へ

増
加
し
た
。
今
年
度
が
総
合
戦
略
の
節
目
の

年
な
の
で
、
し
っ
か
り
と
検
証
し
な
が
ら
、

今
後
も
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　

地
方
創
生
交
付
金
、
一
般
財
源
、

起
債
、
償
還
状
況
と
償
還
計
画
、
起
債
の

現
在
高
に
つ
い
て
。

　
　
　

2
,
3
3
0
万
円
の
一
般
財
源
の

う
ち
、
80
%
に
あ
た
る
1
,
8
6
0
万
円

が
特
別
交
付
税
と
し
て
措
置
さ
れ
る
。
平

成
31
年
3
月
か
ら
償
還
が
始
ま
り
、
償
還

計
画
20
年
。
起
債
の
残
高
は
、
借
入
れ
額

の
1
,
1
8
0
万
円
で
あ
る
。

　
　
　

本
年
度
の
事
業
計
画
と
進
捗
状

況
。
事
業
の
目
的
と
将
来
見
込
ま
れ
る
効

果
に
つ
い
て
。

　
　
　

地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
活
用

し
、
栗
の
新
植
、
改
植
等
や
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
事
業
、
栗
ま
つ
り
の
開
催
、
観
光
交

流
促
進
協
議
会
の
運
営
、
農
泊
・
民
泊
の

推
進
、
ま
た
、
東
京
大
学
と
の
共
同
研
究

や
百
人
委
員
会
の
取
り
組
み
、
支
援
な
ど

の
人
材
育
成
事
業
を
計
画
。
進
捗
状
況
に

つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
の
事
業
を
着
手
し
て

い
る
。
や
ま
え
栗
の
付
加
価
値
と
認
知
度

向
上
に
よ
る
消
費
拡
大
と
観
光
客
に
よ
る

交
流
人
口
の
増
加
を
図
る
た
め
、
や
ま
え

栗
の
増
産
、
品
質
向
上
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
将
来
の
生
産
者

の
所
得
向
上
や
後
継
者
の
育
成
、
地
域
の

活
性
化
が
見
込
ま
れ
る
。

　

こ
の
事
業
に
対
す
る
効
果
と
し
て
、
単

年
度
で
１
,
０
０
０
万
円
か
ら
２
,
０
０

０
万
円
く
ら
い
の
効
果
が
期
待
で
き
る
の

で
は
な
い
か
。

　
　
　

地
方
創
生
事
業
の
総
括
と
今
後
の

村
づ
く
り
の
方
針
に
つ
い
て
。

　
　
　

村
民
の
方
々
が
、
暮
ら
し
や
す

い
、
し
っ
か
り
稼
げ
る
村
を
つ
く
っ
て
い

こ
う
と
、
そ
れ
に
よ
り
山
江
で
の
暮
ら
し

を
豊
か
に
し
て
い
こ
う
。
山
江
の
栗
と
い

う
の
は
他
の
町
村
も
知
っ
て
い
る
の
で
、

そ
う
い
う
こ
と
を
主
体
と
し
、
産
業
を
も

っ
と
活
性
化
さ
せ
た
い
、
も
ち
ろ
ん
栗
だ

け
で
な
く
農
林
業
を
活
性
化
さ
せ
た
い
と

い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
し
、
将
来
的
に
は

栗
条
例
を
生
か
し
な
が
ら
、
シ
ン
ボ
リ
ッ

ク
な
環
境
を
大
事
に
す
る
山
江
で
、
栗
が

で
き
る
環
境
を
大
事
に
す
る
よ
う
な
村
づ

く
り
を
し
た
い
。
よ
り
良
い
観
光
づ
く
り

と
し
て
は
、
国
内
外
に
栗
を
売
っ
て
い
き

た
い
。
そ
し
て
内
外
の
外
に
売
っ
て
い
く

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
国
内
で
色
ん

な
こ
と
を
や
る
よ
り
も
外
で
色
々
な
こ
と

を
や
っ
て
、
外
の
方
を
呼
び
込
ん
だ
ほ
う

が
発
信
力
が
全
然
違
う
。

今
後
や
ま
え
栗
の
販
路
を
拡
大
し
こ
の
村

の
方
々
が
、
本
当
に
住
み
よ
い
環
境
の
中

で
、
し
っ
か
り
自
立
す
る
よ
う
な
産
業
も

作
っ
て
い
き
な
が
ら
、
子
供
た
ち
が
夢
を

持
ち
、
お
年
寄
り
が
住
み
よ
い
村
づ
く
り

の
中
で
よ
そ
か
ら
の
定
住
者
を
呼
び
込
め

た
ら
と
考
え
て
い
る
。　

　
　
　

地
元
新
聞
の
一
面
に
、
村
内
の
電

力
を
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
自
給
自
足
す
る
旨

の
報
道
が
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
中
で
、
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
事
業
の
調
査
検
討
も
実
施
す
る

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
発
電
の
供

給
先
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
に
つ
い
て

は
、
発
電
で
は
な
く
、
熱
と
し
て
温
泉

「
ほ
た
る
」
等
へ
の
供
給
事
業
と
し
て
の

可
能
性
を
模
索
し
て
い
く
。

　
　
　

昨
年
、
一
昨
年
と
フ
ラ
ン
ス
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
海
外
展
開
事
業
を
行
い
、

「
広
報
や
ま
え
」
に
は
、
売
上
げ
額
は
掲

載
し
て
あ
っ
た
が
、
経
費
は
載
っ
て
い
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
実
際
に
か
か
っ
た

経
費
は
ど
れ
く
ら
い
か
。
ま
た
、
そ
の
都

度
広
報
で
情
報
提
供
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
、
周
知
の
方
法
は
ど
う
で
あ
っ

た
の
か
伺
う
。

　
　
　

フ
ラ
ン
ス
へ
の
経
費
は
１
６
９
万

円
で
あ
る
。
山
村
活
性
化
交
付
金
事
業
で
国

の
補
助
が
１
０
０
％
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
業

に
つ
い
て
は
、
事
業
報
告
会
を
実
施
し
て
い

る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
の
経
費
は
２
２
４
万

円
で
あ
る
。
50
％
が
国
の
補
助
金
で
あ
り
、

残
り
の
50
％
の
約
８
割
は
特
別
交
付
税
と
し

て
交
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
栗
の

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
に
つ
い
て
は
、
広

報
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
等
で
分
か
り
や
す
く

伝
え
て
い
き
た
い
。

　
　
　

近
年
、
豪
雨
や
台
風
等
の
自
然
災
害

が
多
く
発
生
し
て
お
り
、
本
村
で
も
レ
ベ
ル

３
に
該
当
す
る
避
難
準
備
情
報
が
発
令
さ
れ

て
い
る
現
状
で
あ
る
。
地
域
の
拠
り
所
で
も

あ
る
公
民
館
が
避
難
所
に
指
定
し
て
あ
る
場

合
も
あ
る
が
、
は
た
し
て
公
民
館
は
安
全
な

の
か
。

　
　
　

避
難
所
及
び
避
難
場
所
に
指
定
さ
れ

て
い
る
公
民
館
は
、
県
が
指
定
す
る
イ
エ
ロ

ー
ゾ
ー
ン
、
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
区
域
に
指
定
さ

れ
て
い
な
い
公
民
館
を
選
定
し
て
い
る
。
避

難
準
備
情
報
は
、
早
め
早
め
に
発
令
す
る
よ

う
心
掛
け
て
い
る
。

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

栗
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業

に
つ
い
て

防
災
事
業
に
つ
い
て

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

【単位：円，構成比％】

　令和元年第５回山江村議会定例会は、９月４日から１２日までの９日間の会期で開かれまし
た。今回の定例会では、平成３０年度一般会計・特別会計の決算認定７件をはじめ、令和元年度
一般会計・特別会計補正予算７件、専決処分事項の承認１件、山江村印鑑条例の一部を改正する
条例の制定など４件、人事案件として、山江村教育委員会委員の任命同意など２件の２１議案が
提案され審議を行いました。
　令和元年度一般会計補正予算（第３号）の一部を修正し、他の議案については、原案のとおり
可決・決定（人事案件１件については撤回）しました。
　また、１１日の一般質問では８名の議員が登壇し、当面する行政課題等について一般質問を行
いました。

令和元年第５回定例会報告

平成30年度一般会計・特別会計

主に増えたもの

○村税：8,387,179円の増（対前年度比103.9％）

　※（村民税、固定資産税、軽自動車税、市町村たばこ税、入

　　湯税）

○国庫支出金：47,107,719円の増（対前年度比112.2％）

　※国庫（負担金、補助金、委託金）より、事務の全部及び一

　　部が交付される。

　　（総務管理費補助金、地方道路整備補助金、公共土木施

　　設災害復旧費補助金）

○繰入金：464,454,514円の増（対前年度比378.2％）

　※基金からの繰入金など。（土地開発基金）

主に減ったもの

○地方交付税：4,369,000円の減（対前年度比99.7％）

　※村の財政需要に即して必要な財源を確保するために、

　　国民の負担する租税を国と村のそれぞれの財政需要

　　によって配分され、村の財源保障を確保するもの。

○使用料及び手数料：1,741,810円の減（対前年度比96.5％）

　※村有施設等の使用料及び各種証明書の発行手数料

○繰越金：99,699,368円の減（対前年度比66.9％）

　※前年度予算の繰越金

平成30年度　決算状況（歳入）



【単位：円／％】■会計別歳入歳出決算額
決　算　額

会　計　名 予算現額

4,015,579,437

432,200,000

159,413,000

138,755,000

472,813,000

34,226,000

102,552,000

5,355,538,437

歳入総額

3,845,218,381

433,013,260

159,501,763

140,594,178

472,977,891

34,418,470

102,556,687

5,188,280,630

歳出総額

3,637,007,545

402,016,437

155,961,450

133,882,888

438,480,126

32,840,735

96,294,671

4,896,483,852

一 般 会 計

国民健康保険

簡 易 水 道

農業集落排水

介 護 保 険

後期高齢者医療

ケーブルテレビ

合 計

執　行　率歳入歳出
差 引 額

208,210,836

30,996,823

3,540,313

6,711,290

34,497,765

1,577,735

6,262,016

291,796,778

歳　　入

95.8%

100.2%

100.1%

101.3%

100.0%

100.6%

100.0%

96.9%

歳　　出

90.6% 

93.0% 

97.8% 

96.5% 

92.7% 

96.0% 

93.9% 

91.4% 

【単位：円，構成比％】

決算を認定！

主に増えたもの

○総務費：456,137,367円の増（対前年度比164.8％）

　※村有地施設整備基金積立金、消防施設整備工事
○商工費：27,046,455円の増（対前年度比153.8％）

　※温泉センター基金積立金、温泉施設に係る工事請負費
○災害復旧費：34,760,829円の増（対前年度比4,320.0％）

　※公共土木施設災害復旧費、林業施設災害復旧費

主に減ったもの

○民生費：12,640,659円の減（対前年度比98.1％）

　※簡素な給付措置（経済対策分）

○衛生費：37,496,788円の減（対前年度比90.7％）

　※人吉球磨広域行政組合負担金

○土木費：168,710,991円の減（対前年度比62.3％）

　※村営住宅建設事業費

総務費
1,159,954,684円

31.89％

民生費
644,583,749円
17.72％農林水産業費

289,946,001円
7.97％

商工費
77,348,728円
2.13％

土木費
278,316,537円

7.65％

消防費
125,313,972円

3.45％

教育費
228,079,119円

6.27％

災害復旧費
35,584,545円
0.98％

公債費
372,765,977円
10.25％

会議費
58,643,012円
1.61％

衛生費
366,471,221円
10.08％

山江村議会だより令和元年10月31日発行 ⑩山江村議会だより 令和元年10月31日発行③

本田　りか 議員

赤坂　修 議員

一般質問

平成 29年度

歳出総額 3,277,439,354 円 3,637,007,545 円 111.0%

平成 30年度 比　較

　
　
　

過
去
３
年
間
の
不
登
校
児
童
・
生

徒
数
は
。

　
　
　

平
成
28
年
度　

１
名
。
平
成
29
年

度　

２
名
。
平
成
30
年
度　

６
名
。
令
和

元
年
度　

３
名
で
あ
る
。

　
　
　

不
登
校
児
童
・
生
徒
に
対
し
て
の

取
組
み
は
。

　
　
　

１
日
休
む
と
保
護
者
へ
連
絡
。
２

日
休
む
と
家
庭
訪
問
の
実
施
。
３
日
目
か

ら
、
学
年
主
任
・
管
理
職
・
担
任
が
家
庭

訪
問
を
行
う
。
長
期
に
な
る
よ
う
で
あ
れ

ば
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と

連
携
し
、
面
談
等
を
実
施
る
。
医
師
を
含

め
た
不
登
校
対
策
委
員
会
を
開
催
し
、
対

応
し
て
い
る
。

低
下
に
対
す
る
要
因
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

　
　
　

政
治
へ
の
無
関
心
、
自
分
が
選
び

た
い
政
党
、
候
補
者
が
い
な
い
。
投
票
日

当
日
の
天
候
等
な
ど
。

　
　
　

期
日
前
投
票
所
が
現
在
山
田
地
区

一
か
所
と
な
っ
て
い
る
が
万
江
地
区
に
増

設
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

選
挙
立
会
人
の
引
き
受
け
手
が
い

な
い
こ
と
や
経
費
の
面
か
ら
増
設
は
考
え

て
い
な
い
。

　
　
　

交
通
弱
者
に
対
す
る
投
票
所
ま
で

の
移
動
支
援
の
考
え
は
。

　
　
　

交
通
弱
者
の
方
の
意
見
や
情
報
を
収

集
し
選
挙
管
理
委
員
会
で
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　

企
業
誘
致
の
現
在
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
　

人
吉
球
磨
で
協
議
会
を
作
り
研
修

会
、
情
報
の
共
有
を
し
て
い
る
が
具
体
的

な
企
業
誘
致
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　
　
　

現
在
ま
で
、
三
社
の
企
業
誘
致
が

実
現
し
て
い
る
が
地
元
雇
用
者
は
何
名
ぐ

ら
い
い
る
の
か
。

　
　
　

三
社
の
従
業
員
数
34
名
の
内
４
名

で
あ
る
。

　
　
　

地
元
採
用
に
つ
い
て
会
社
訪
問
等

に
よ
り
推
進
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

山
江
村
か
ら
の
雇
用
を
優
先
的
に

し
て
も
ら
う
よ
う
お
願
い
は
し
て
い
る
。

　
　
　

企
業
誘
致
に
対
す
る
村
長
の
見
解
は
。

　
　
　

全
国
的
な
傾
向
で
あ
る
投
票
率
の

　
　
　

環
境
を
し
っ
か
り
整
え
、
地
域
密

着
型
の
会
社
を
誘
致
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

起
業
支
援
策
と
し
て
こ
の
事
業
を

積
極
的
に
推
進
す
る
の
か
。

　
　
　

要
綱
を
変
更
し
、
や
る
気
の
あ
る
団

体
に
つ
い
て
は
積
極
的
に
支
援
を
し
た
い
。

　
　
　

現
在
ま
で
の
実
績
と
継
続
し
て
事

業
を
行
っ
て
い
る
団
体
は
。

　
　
　

実
績
と
し
て
は
17
団
体
で
当
初
計

画
で
継
続
し
て
事
業
を
さ
れ
て
い
る
団
体

は
、
５
団
体
で
あ
る
。

　
　
　

要
綱
で
は
単
年
度
の
事
業
計
画
と

な
っ
て
い
る
が
５
年
間
程
度
の
事
業
計
画

を
立
て
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
指
導
支
援
が

必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　

構
成
人
員
は
５
名
以
上
を
３
名
以

上
に
、
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
単
年
度
を
三

年
間
の
事
業
計
画
を
立
て
る
よ
う
要
綱
の
変

更
を
行
い
、
こ
の
計
画
に
対
す
る
実
績
報
告

に
よ
り
助
言
指
導
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
　

（
株
）
や
ま
え
の
産
前
産
後
休

暇
、
育
児
休
暇
等
、
女
性
が
働
き
や
す
い
職

場
環
境
の
整
備
を
進
め
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

育
児
休
業
に
つ
い
て
は
標
準
報
酬

の
67
%
を
支
払
い
、
1
8
0
日
を
超
え
る

日
か
ら
は
社
会
保
険
料
の
50
%
を
負
担
し

て
い
る
。
育
児
休
業
後
の
職
場
復
帰
は
、

希
望
が
あ
れ
ば
復
職
で
き
る
体
制
を
と
っ

て
い
る
。
8
週
間
の
産
前
産
後
休
業
期
間

に
つ
い
て
は
、
現
状
は
無
給
な
の
で
直
ち

に
改
善
し
た
い
。

　
　
　

こ
れ
ま
で
山
江
村
が
取
り
組
ん
で

き
た
地
方
創
生
事
業
の
概
略
、
目
的
、
事

業
効
果
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　

少
子
高
齢
化
の
進
展
に
的
確
に
対

応
し
、
①
人
口
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る

と
共
に
、
②
村
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
雇
用

づ
く
り
、
③
移
住
・
定
住
の
促
進
、
妊
娠
、

出
産
、
子
育
て
の
希
望
を
叶
え
、
笑
顔
の
絶

え
な
い
村
づ
く
り
、
④
安
心
な
暮
ら
し
を
実

現
す
る
村
づ
く
り
の
四
つ
を
基
本
目
標
と
し

て
、
実
現
に
向
け
た
施
策
を
遂
行
中
で
あ

る
。
事
業
効
果
と
し
て
、
新
規
就
農
者
が
2

名
か
ら
4
名
に
増
加
し
、
有
害
鳥
獣
の
被
害

不
登
校
児
童
・
生
徒
の
対
応

に
つ
い
て

投
票
率
向
上
対
策
に
つ
い
て

企
業
誘
致
に
つ
い
て

小
さ
な
産
業
づ
く
り
交
付
金

事
業
に
つ
い
て

山
江
村
の
地
方
創
生
事
業
に

つ
い
て

女
性
が
働
き
や
す
い
職
場
環

境
の
整
備
に
つ
い
て

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

平成30年度　決算状況（歳出）



山江村議会だより⑨ 令和元年10月31日発行 山江村議会だより令和元年10月31日発行 ④

立道　徹 議員

決算に伴う監査委員の審査意見

一般質問

令和元年度一般会計補正予算（第３号）の修正について

　平成３０年度決算は、一般会計・特別会計を合わせた決算総額においては、歳入 5,188,280 千円、

歳出 4,896,484 千円で形式収支は 291,796 千円の黒字、実質収支は 281,205 千円の黒字であり、実質単

年度収支は 106,235 千円の赤字である。

しかしながら、今後も高齢化が進み、医療技術の高度化や老人医療受給者の増加等により、医療費等に

係る歳出が益々増加するものと思われる。

一般会計の財政構造は、実質収支比率 11.0％で前年度より 0.4％上昇し、経常収支比率は 93.1％で 3.1

上昇している。また、財政力指数は 0.144 で 0.005 上昇し、実質公債費比率は 9.7％で 0.5％上昇している。

今後とも厳しい財政状況の中で、自主財源を確保するとともに経常的経費を節約し、積極的に諸事業の

推進を図り、一層の計画性と効率性を求め、健全で持続可能な行財政基盤の構築に取り組み、村民の福祉

の増進と安心して暮らせる山江村づくりにより一層努めることを望む。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（山江村監査委員　木下　久人・西　　孝恒）

発　議　者：横谷　巡議員、立道　徹議員、中村龍喜議員
修正の内容：やまえ栗ブランディング委託料　　4,389 千円　減額
　　　　　　再生可能エネルギー調査委託料等　9,967 千円　減額
提案理由（概要）：これまでの海外戦略で一定の成果をあげたことから、一次産業へ振り向け、稲作をはじ

めとする他の農産物への振興策、国内への需要拡大を検証すべき。エネルギーの調査費用については、実現性
があるかが重要であるが、相当の困難を極めると判断する。このことから、両委託料については、減額を提案する。
質疑・討論：なし
表決（起立採決）：議案第３６号　令和元年度山江村一般会計補正予算（第３号）に対する修正案

○：修正案に賛成　　×：修正案に反対　　／：議長は採決しません

こんなことが決まりましたこんなことが決まりましたこんなことが決まりましたこんなことが決まりました

承認第１０号　専決処分事項の承認を求めることについて
　■令和元年度山江村一般会計補正予算（第２号）において、大雨被害による道路河川
　　災害復旧費に19,800千円を追加した専決処分事項の承認を求めるもの

同意第４号　山江村教育委員会委員の任命に関する同意を求めることについて
　■現委員の任期満了により、新たに委員を任命するにあたり同意を求めるもの
　　新委員：東　亜里砂　氏（第４区）
　　任　期：令和元年１０月１日から令和５年９月３０日

議案第３４号　山江村印鑑条例の一部を改正する条例の制定について
　■印鑑登録証明書を発行する際、希望があれば、旧姓も記載した証明書の発行が可能
　　となるための条例の改正

議案第３５号　山江村森林環境譲与税基金条例の制定について
　■新たに創設された森林環境税及び森林環境譲与税の適正な施策運用を図るため、基
　　金を創設するもの

議案第４３号　公共工事請負契約の締結について　　※追加提案
　■山江村役場庁舎非常用電源設備設置工事の指名競争入札を行い、請負契約の締結つ
　　いては、議会の議決を経る必要があるため

議案第４４号　公共工事請負契約の締結について　　※追加提案
　■村道県道下段線下之段橋上部工工事の指名競争入札を行い、請負契約の締結につい
　　ては、議会の議決を経る必要があるため

原　案
承　認

原　案
同　意

原　案
可　決

原　案
可　決

原　案
可　決

原　案
可　決

議決の結果条　例　制　定　等　議　案

議 員 名

賛 否

本田議員 久保山議員 中村議員 赤坂議員 森田議員 横谷議員 立道議員 西 議 員 中竹議長 秋丸議員

× × ○ × ○ ○ ○ ○ ○

　
　
　

平
成
28
年
度
、
29
年
度
決
算
の
実

質
単
年
度
収
支
は
赤
字
と
な
っ
て
い
る
が
、

平
成
30
年
度
決
算
の
収
支
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ
せ

た
実
質
単
年
度
収
支
額
は
、
１
億
６
２
３
万

５
０
０
０
円
の
赤
字
で
あ
る
。

　
　
　

こ
こ
数
年
、
実
質
単
年
度
収
支
は
赤

字
が
続
い
て
い
る
が
、
財
政
は
健
全
性
が
担

保
さ
れ
、
持
続
可
能
な
運
営
が
必
要
で
あ

る
。
今
後
の
財
政
見
通
し
は
ど
う
か
。

　
　
　

実
質
収
支
比
率
は
前
年
度
よ
り

０
・
９
％
上
昇
し
、
こ
れ
は
繰
越
事
業
の

減
少
が
主
な
要
因
。
基
金
へ
の
積
み
立
て

を
行
い
財
政
運
営
の
安
定
に
対
応
し
た

い
。
経
常
収
支
比
率
は
前
年
度
と
比
較
し

て
３
・
１
％
上
昇
し
、
普
通
交
付
税
の
減

額
や
人
件
費
の
増
が
要
因
で
あ
る
。
経
常

経
費
を
節
約
し
、
財
政
の
健
全
化
を
図
っ

て
ま
い
り
た
い
。

　
　
　

財
政
調
整
基
金
も
少
し
ず
つ
減
り

続
け
、
依
存
財
源
に
頼
る
と
こ
ろ
の
多
い

財
政
状
況
の
な
か
、
安
定
し
た
財
政
運
営

の
た
め
の
方
策
が
必
要
で
あ
り
、
収
支
均

衡
で
運
営
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
。
財
政

運
営
上
の
課
題
は
。

　
　
　

村
税
等
の
自
主
財
源
を
確
保
し
な

が
ら
、
住
民
の
福
祉
向
上
、
イ
ン
フ
ラ
整

備
な
ど
の
施
策
は
国
の
補
助
金
や
交
付
金

を
活
用
し
、
地
方
債
に
お
い
て
は
、
過
疎

債
な
ど
有
利
な
起
債
を
活
用
し
て
事
業
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
、
今
後
の
財
政
上
の

課
題
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　

本
村
の
学
校
教
職
員
の
酒
気
帯
び

運
転
と
い
う
不
祥
事
を
受
け
、
再
発
防
止

に
向
け
た
取
り
組
み
の
状
況
は
。

　
　
　

学
期
に
一
回
は
必
ず
行
う
不
祥
事

防
止
研
修
、
飲
酒
運
転
を
し
な
い
と
い
う

宣
言
書
と
家
族
の
承
認
、
飲
酒
習
慣
の
セ

ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
表
の
確
認
な
ど
の
取
り
組

み
に
も
関
わ
ら
ず
、
今
回
の
不
祥
事
が
起

き
た
。
今
後
は
再
度
そ
の
研
修
の
見
直
し

を
行
い
、
職
員
一
人
一
人
の
心
に
響
く
研

修
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　

村
民
か
ら
失
わ
れ
た
信
頼
を
早
急

に
回
復
し
、
児
童
生
徒
、
保
護
者
と
の
信
頼

関
係
を
ど
の
よ
う
に
醸
成
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　

今
後
、
不
祥
事
防
止
に
向
け
て
真

摯
に
取
組
み
、
教
育
委
員
会
と
学
校
が
一

体
と
な
り
、
生
徒
た
ち
の
将
来
の
夢
の
実

現
の
た
め
、
ま
た
、
保
護
者
、
地
域
の
信

頼
回
復
に
向
け
、
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

　
　
　

今
回
の
学
校
教
職
員
の
不
祥
事
を
受

け
て
、
村
と
し
て
の
綱
紀
粛
正
へ
の
考
え
は
。

　
　
　

職
員
の
不
祥
事
、
飲
酒
運
転
は
役

場
全
体
そ
し
て
村
民
か
ら
の
信
頼
失
墜
に

つ
な
が
り
、
公
務
員
に
向
け
る
厳
し
い
目

か
ら
厳
重
な
処
罰
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

飲
酒
運
転
を
し
な
い
宣
言
書
、
服
務
規

程
、
倫
理
感
の
自
覚
研
修
等
を
行
い
、
再

発
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

　
　
　

現
在
、
計
画
中
や
進
行
中
の
造
成

地
は
あ
る
の
か
。

　
　
　

模
索
中
で
あ
り
、
具
体
的
な
候
補

地
は
な
い
。

　
　
　

山
田
地
区
の
元
ゴ
ミ
処
理
場
の
裏

側
の
土
地
で
買
収
の
動
き
が
あ
る
が
、
村

も
動
い
て
い
る
の
か
。

　
　
　

村
と
し
て
は
動
い
て
い
な
い
。
移

住
定
住
の
施
策
は
、
村
が
行
う
公
営
住
宅

の
建
設
、
分
譲
地
の
造
成
、
空
き
家
の
あ

っ
旋
な
ど
が
主
に
上
げ
ら
れ
る
が
、
財
政

的
な
問
題
も
あ
り
、
民
間
参
入
も
村
と
し

て
は
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
で
視
野
に
は
入

れ
て
い
る
。

　
　
　

万
江
神
園
地
区
に
計
画
中
の
砂
防

ダ
ム
事
業
の
進
捗
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

本
年
、
国
土
交
通
省
か
ら
砂
防
指

定
地
と
し
て
指
定
を
受
け
た
。
前
年
度
実

施
し
た
用
地
測
量
が
完
了
し
、
現
在
、
用

地
交
渉
に
向
け
た
準
備
段
階
で
あ
る
。

　
　
　

こ
の
事
業
は
、
村
か
ら
の
要
望
・

陳
情
に
よ
っ
て
計
画
さ
れ
た
の
か
。

　
　
　

直
接
的
な
陳
情
は
行
っ
て
い
な

い
。
以
前
、
２
基
の
砂
防
ダ
ム
建
設
事
業

が
実
施
さ
れ
た
が
１
基
で
完
了
し
た
。
そ

の
後
の
県
の
調
査
で
現
在
地
が
土
砂
災
害

警
戒
区
域
と
し
て
指
定
さ
れ
、
こ
の
地
域

に
小
学
校
、
保
育
園
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
、
平
成
28
年
12
月
に
事
業
の
認
可
を
受

け
て
、
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　

事
業
個
所
は
、
地
域
の
水
源
地
で

も
あ
り
、
地
元
か
ら
建
設
反
対
の
声
も
上

が
っ
て
い
る
。
仮
に
発
注
者
が
村
で
あ
る

な
ら
ば
、
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
の
か
。

　
　
　

反
対
の
意
思
が
あ
る
公
共
工
事
は

中
止
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
事
業

の
警
戒
区
域
内
に
は
、
小
学
校
や
保
育
園

が
あ
り
、
簡
単
に
止
め
る
と
は
言
え
な
い

状
況
で
あ
る
。
今
後
、
関
係
機
関
や
地
域

住
民
と
の
協
議
が
必
要
で
あ
る
。

平
成
30
年
度
決
算
を
受
け
て

の
財
政
運
営
に
つ
い
て

学
校
教
職
員
の
不
祥
事
に
つ

い
て

定
住
化
促
進
に
つ
い
て

砂
防
工
事
に
つ
い
て

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁
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久保山直巳 議員

横谷　巡 議員

令和元年度　一般会計補正予算（第３号）
■歳　入 【単位：千円】

600
1,460,000
13,862

463,604

200,123
30,937
234,726
117,070
21,526
433,000

7,632
20,638
△4,012

31,867

6,792
6,300
5,859
80,548
15,101
10,500

子ども・子育て支援臨時交付金の増

普通交付税の増

児童福祉費負担金の減

児童福祉費負担金の増

公共土木施設災害復旧費補助金の増

児童福祉費負担金の増

出資金返還金に伴う増

特別会計より

プレミアム付商品券販売収入

山田小屋内トイレ整備事業

7,962
1,480,638

9,850

495,471

206,915
37,237
240,585
197,618
36,627
443,500

地 方 特 例 交 付 金
地 方 交 付 税
分担金及び負担金

国 庫 支 出 金

県 支 出 金
財 産 収 入
繰 入 金
繰 越 金
諸 収 入
村 債

説 　 明 （ 主 な 内 容 ）区　分 補正前の額 補正額 計

歳 入 合 計 3,344,095 180,955 3,525,050

令和元年度　特別会計補正予算
【単位：千円】

388,000
164,500
136,900
440,528
35,000
92,500

31,099
892
2,539
35,912
934
1,456

決算による前年度繰越金など

決算による前年度繰越金など

決算による前年度繰越金など

決算による前年度繰越金など

決算による前年度繰越金など

決算による前年度繰越金など

419,099
165,392
139,439
476,440
35,934
93,536

国民健康保険事業
簡 易 水 道 事 業
農業集落排水事業
介 護 保 険 事 業
後期高齢者医療事業
ケーブルテレビ事業

説 　 明 （ 主 な 内 容 ）会　計　名 補正前の額 補正額 計

■歳　出 【単位：千円】

  
671,267

622,225

385,940
312,791
58,575
441,156
134,857
241,376
24,300
21,724

58,973

41,312

1,042
3,613
2,541
4,216
263
8,498
17,500
42,997

財政調整基金への積立：50,000

印鑑登録システム改修業務委託料：667

プレミアム付商品券事業補助金：12,000

施設型給付費：22,109

母子保健情報連携システム改修委託料：925

鳥獣被害対策施設整備補助金：2,000

丸岡公園整備費：2,000

道路新設改良費：3,700

修繕料：263

山田小屋内トイレ整備工事：7,000

災害復旧工事請負費（2ヶ所）：17,500

730,240

663,537

386,982
316,404
61,116
445,372
135,120
249,874
41,800
64,721

総 務 費

民 生 費

衛 生 費
農 林 水 産 業 費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
災 害 復 旧 費
予 備 費

説 　 明 （ 主 な 内 容 ）区　分 補正前の額 補正額 計

歳 出 合 計 3,344,095 180,955 3,525,050

（国民健康保険、後期高齢者医療、ケーブルテレビ）事業は、補正第１号

（簡易水道、農業集落排水、介護保険）事業は、補正第２号

る
よ
う
で
あ
る
。

　

地
域
資
源
や
観
光
資
源
を
活
か
し
た
観

光
振
興
の
推
進
に
向
け
た
施
策
に
つ
い
て

は
、
関
係
課
な
ど
と
協
議
し
な
が
ら
整
備

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
と
考

え
て
い
る
。

　
　
　

山
江
温
泉
ほ
た
る
か
ら
丸
岡
へ
上

が
る
遊
歩
道
の
活
用
に
つ
い
て
。

　
　
　

温
泉
セ
ン
タ
ー
の
遊
歩
道
に
つ
い

て
は
、
温
泉
セ
ン
タ
ー
、
物
産
館
へ
の
都

市
住
民
の
来
館
を
促
進
す
る
目
的
で
H
19

年
度
に
国
の
交
付
金
を
活
用
し
て
整
備
し

た
施
設
で
あ
る
が
、
現
在
は
本
来
の
目
的

が
達
成
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
今

後
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
目
的
に
沿
っ
た
施

設
と
し
て
利
活
用
が
あ
る
の
か
検
討
を
行

っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　

戦
後
最
大
の
教
育
改
革
が
始
ま
ろ
う

と
し
て
い
る
。
保
護
者
に
対
し
て
「
教
育
改

革
」
の
内
容
な
ど
周
知
は
行
っ
て
い
る
か
。

　
　
　

ポ
ス
タ
ー
の
配
布
の
徹
底
及
び
授

業
参
観
や
懇
談
会
等
を
通
し
て
そ
の
趣
旨
、

取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　

小
学
校
英
語
教
諭
に
よ
る
英
語
の

指
導
力
の
差
、
及
び
習
熟
で
き
な
い
児
童

へ
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
る
か
。　

　
　
　

先
生
方
、
誰
で
も
英
語
指
導
が
で

き
る
よ
う
指
導
力
研
修
が
い
ろ
ん
な
形
で

行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
習
熟
で
き
な
い

児
童
の
指
導
に
つ
い
て
は
、
習
熟
と
い
う

よ
り
も
子
供
た
ち
が
英
語
に
慣
れ
親
し
み

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
英
語
で

伝
え
合
お
う
と
す
る
意
欲
を
喚
起
す
る
よ

う
な
指
導
が
中
心
で
あ
る
。

　
　
　

教
諭
自
体
へ
の
負
担
増
、
時
間
外

残
業
等
が
心
配
さ
れ
る
が
、
そ
の
対
策
は

如
何
か
。
ま
た
、
英
語
教
科
、
小
・
中
学

校
教
諭
の
指
導
助
手
、
A
L
T
一
人
で
対

応
出
来
る
の
か
心
配
で
あ
る
。

　
　
　

英
語
教
育
の
導
入
に
よ
り
授
業
時

間
数
等
が
増
加
し
、
十
分
な
指
導
が
で
き

な
い
状
況
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
来

年
度
に
は
財
政
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
、

A
L
T
の
増
員
も
必
要
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　

授
業
中
に
お
い
て
の
機
器
の
不
具

合
の
対
処
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
の

か
、
ま
た
、
長
時
間
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
見

る
こ
と
で
起
き
る
目
や
身
体
、
心
の
病
気

も
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
Ｖ
Ｄ
Ｔ
症
候
群

が
心
配
さ
れ
る
。
健
康
へ
の
配
慮
、
対
策

は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

　
　
　

平
成
28
年
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
（
操

作
担
当
）
を
１
名
配
置
し
て
お
り
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
材
の
作
成
、
授
業
支
援
を
行
う
。
ま

た
、
機
器
不
具
合
時
は
予
備
機
に
て
対
応

し
な
が
ら
、
要
修
理
の
場
合
は
業
者
へ
依

頼
し
対
応
し
て
い
る
。
機
器
の
使
い
す
ぎ

に
よ
る
健
康
被
害
の
状
況
で
あ
る
が
、
授

業
で
使
用
す
る
時
間
は
平
均
し
て
５
分
か

ら
10
分
で
あ
り
、
長
時
間
の
使
用
は
な

く
、
全
国
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
会
議
等
で
も

Ｖ
Ｄ
Ｔ
障
害
の
報
告
は
あ
っ
て
い
な
い
、

今
後
も
子
供
た
ち
の
健
康
状
況
を
常
に
把

握
し
て
、
適
切
な
活
用
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
　

現
在
、
総
合
公
園
建
設
の
検
討
状

況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　

山
江
村
全
体
を
ま
る
ご
と
公
園
と

定
義
と
し
、
３
エ
リ
ア
に
お
い
て
、
幅
広

い
年
齢
層
の
方
々
が
利
用
で
き
る
公
園
整

備
に
向
け
て
、
検
討
委
員
会
で
協
議
を
進

め
て
い
る
。

　
　
　

子
ど
も
の
成
長
を
応
援
し
、
遊
び

環
境
の
自
然
と
触
れ
合
う
コ
ン
パ
ク
ト
な

遊
具
を
設
置
し
た
丸
岡
公
園
の
整
備
は
で

き
な
い
か
。

　
　
　

丸
岡
公
園
も
整
備
す
る
エ
リ
ア
の

一
つ
で
あ
り
、
自
然
と
触
れ
合
い
な
が
ら

交
流
が
で
き
、
健
康
づ
く
り
の
面
か
ら
も

活
用
で
き
る
公
園
整
備
を
目
指
し
て
い
き

た
い
。

　
　
　

歩
道
に
水
溜
ま
り
箇
所
が
あ
り
、

児
童
生
徒
や
高
齢
者
等
弱
者
に
と
っ
て
は

不
便
で
、
交
通
安
全
上
か
ら
も
危
険
で
あ

る
。
調
査
点
検
し
解
消
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

　
　
　

雨
天
時
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、

危
険
箇
所
の
早
期
発
見
と
対
策
、
道
路
利
用

者
の
安
全
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

質
問

質
問

質
問

質
問

２
０
２
０
年
か
ら
始
ま
る

「
教
育
改
革
」
に
つ
い
て

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
デ
メ
リ
ッ
ト

に
つ
い
て

総
合
公
園
の
検
討
状
況
と
丸

岡
公
園
の
整
備
に
つ
い
て

歩
道
の
水
溜
り
箇
所
の
解
消

に
つ
い
て

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

一般質問
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執行部にここが聞きたい！！
（一般質問者）

１

赤 坂 　 修

６~7ページ

7~8ページ

8ページ3

8～9ページ

9～10ページ

2

横 谷 　 巡

本 田 り か

4

立 道 　 徹

10ページ

5

6

7

8

西 　 孝 恒

久 保 山 直 巳

中 村 龍 喜

森 田 俊 介

１０-11ページ

11ページ

質　　問　　事　　項 ページ質問順 議　員　氏　名

※議会だよりは、文字数が限られているため、一般質問内容のすべてを掲載していません。
　また、各議員より提出された原稿のまま掲載しております。

○林業振興について
○農業振興について
○物産館の運営状況について

○防災について
○学校における熱中症予防対策について
○ＡＥＤの設置状況について
○参道や遊歩道の現状について
○２０２０年から始まる「教育改革」への対応について
○ＩＣＴ教育のデメリットについて

○定住化促進について
○砂防工事について
○不登校児童・生徒の対応について
○投票率向上対策について
○第六次総合振興計画の企業誘致の推進・雇用創出について
○小さな産業づくり事業交付金について
○女性が働きやすい職場環境の整備について
○山江村の地方創生事業について
○再生エネルギーについて
○ブランディング事業について
○防災事業について

○村民の声から
　・丸岡公園の活用について
　・道路の維持管理について
○平成３０年度決算を受けての財政運営について
○教職員の不祥事について

西　孝恒 議員

森田　俊介 議員

所得の向上が期待される特用林産物

一般質問

　
　
　

森
林
環
境
譲
与
税
の
配
分
基
準
の

見
直
し
に
つ
い
て
尋
ね
る
。
現
状
で
の
山

江
村
の
配
分
基
準
は
７
２
３
万
円
程
度
と

聞
い
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
使
用
し
て

い
く
の
か
。

　
　
　

令
和
４
年
か
ら
令
和
６
年
ま
で
が

１
，
２
０
０
万
円
で
令
和
７
年
か
ら
令
和
10

年
ま
で
が
１
，
６
０
０
万
円
、
令
和
11
年
度

か
ら
は
２
，
４
０
０
万
円
が
分
配
さ
れ
る
。

　
　
　

基
金
事
業
を
言
わ
ば
補
助
を
ど
の

よ
う
に
使
用
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　

運
用
は
国
が
認
め
て
い
る
。

　
　
　

総
合
振
興
計
画
に
は
、
特
用
林
産

物
の
増
産
、
産
地
化
を
促
進
す
る
と
掲
げ

て
あ
っ
た
が
、
現
在
の
状
況
は
。

　
　
　

木
炭
が
約
４
㌧
、
し
い
た
け
が
０
．

８
㌧
、
竹
の
子
が
１
㌧
で
あ
る
。
ニ
オ
イ
ヒ

バ
は
花
木
生
産
組
合
で
栽
培
さ
れ
て
お
り
、

Ｊ
Ａ
や
ス
ー
パ
ー
へ
出
荷
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

万
江
地
区
の
竹
林
に
特
用
林
産
物

鳥
獣
被
害
対
策
防
護
柵
が
設
置
し
て
あ
る

が
、
竹
林
の
中
は
荒
れ
放
題
で
手
入
れ
も

大
変
だ
と
は
思
う
が
、
高
齢
化
が
進
む
な

か
事
業
と
し
て
成
り
立
つ
の
か
。

　
　
　

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
を
１
㎞
張
り

巡
ら
せ
て
い
る
。
竹
林
の
中
で
竹
の
子
の

生
産
、
出
荷
と
い
う
取
組
み
を
行
い
、
間

伐
な
ど
を
行
い
な
が
ら
生
産
性
を
上
げ
て

い
き
た
い
。

　
　
　

村
内
各
地
で
花
祭
り
が
行
わ
れ
、

甘
茶
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
て
い
る
が
、
甘

茶
の
原
料
が
万
江
地
区
に
生
息
し
て
い
る

の
は
ご
存
じ
か
。
こ
の
原
料
は
万
江
地
区

に
し
か
な
い
の
で
、
生
産
支
援
等
を
行
う

考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

地
元
、
生
産
者
と
話
し
合
い
を
行

い
、
要
望
が
あ
れ
は
支
援
等
を
検
討
す
る
。

　
　
　

補
助
金
を
活
用
し
、
加
工
場
、
冷

蔵
庫
な
ど
の
備
品
等
を
整
備
す
る
計
画
は

あ
る
の
か
。

　
　
　

今
あ
る
加
工
場
が
活
用
で
き
る
な

ら
ば
活
用
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

集
積
事
業
は
ど
の
程
度
進
ん
で
い

る
の
か
。

　
　
　

万
江
地
区
で
は
11
㌶
の
50
％
を
達

成
し
て
い
る
。

　
　
　

加
工
施
設
新
設
に
伴
い
、
機
器
購

入
等
を
行
っ
て
い
る
が
今
年
度
の
計
画
は
。

　
　
　

栗
ペ
ー
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
１
．

３
㌧
の
製
造
取
引
が
契
約
さ
れ
て
い
る
。

栗
ま
ん
じ
ゅ
う
に
使
用
す
る
分
と
合
わ
せ

て
２
．
６
㌧
程
度
が
必
要
で
あ
る
。
正
確

な
栗
の
集
荷
状
況
は
把
握
し
て
い
な
い
。

　
　
　

昨
年
度
は
７
．
４
㌧
の
受
入
が
あ

っ
た
と
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。
加
工
施

設
に
関
わ
る
従
業
員
の
確
保
、
他
の
加
工

施
設
及
び
市
場
と
の
価
格
格
差
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　

従
業
員
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
稼
働

し
て
い
る
製
造
工
場
に
支
障
が
出
な
い
よ
う

確
保
す
る
。
市
場
と
の
価
格
格
差
に
つ
い
て

は
、
関
係
機
関
と
の
調
整
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
　

栗
が
終
了
し
た
後
の
運
用
は
。

　
　
　

他
の
作
物
を
加
工
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　

「
ほ
た
る
米
」
を
特
産
物
と
し

て
、
今
一
度
売
り
出
す
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

本
村
に
於
け
る
A
E
D
の
設
置
個

所
、
設
置
数
、
管
理
状
況
を
伺
う
。

　
　
　

A
E
D
の
設
置
個
所
は
役
場
、
山

江
体
育
館
、
歴
史
民
俗
資
料
館
、
健
康
の

駅
に
各
１
台
、
万
江
地
区
は
温
泉
ほ
た

る
、
管
理
セ
ン
タ
ー
、
屋
形
多
目
的
集
会

施
設
に
各
１
台
あ
り
関
係
各
課
及
び
施
設

の
管
理
者
が
管
理
し
て
い
る
。
学
校
で
は

３
校
に
各
２
台
設
置
し
て
い
て
専
門
業
者

に
よ
り
保
守
業
務
を
含
む
リ
ー
ス
契
約
を

し
て
い
る
。
ま
た
民
間
施
設
で
は
山
江
老

健
、
J
A
く
ま
山
江
店
、
高
速
道
路
の
サ

ー
ビ
ス
エ
リ
ア
上
下
線
に
各
1
台
、
各
保

育
園
に
も
各
１
台
設
置
さ
れ
て
い
て
各
事

業
所
が
管
理
し
て
い
る
。

　
　
　

A
E
D
の
設
置
基
準
や
条
例
に
つ

い
て
。

　
　
　

設
置
基
準
と
し
て
は
、
厚
労
省
の

A
E
D
の
適
正
配
置
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
定
め
て
あ
る
基
準
に
よ
り
設
置
し

て
い
る
。
多
く
の
村
民
が
利
用
す
る
公
共

施
設
等
や
不
特
定
多
数
の
人
が
利
用
す
る

民
間
施
設
に
も
設
置
さ
れ
て
い
る
の
で
、

改
め
て
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
考
え
て

い
な
い
。

　
　
　

A
E
D
の
取
り
扱
い
や
、
心
肺
蘇

生
の
講
習
な
ど
に
つ
い
て
。

　
　
　

消
防
団
、
P
T
A
、
各
事
業
所
で

講
習
会
を
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
力
員
や
日
赤
に
よ
る
一

般
の
方
へ
の
講
習
会
も
開
催
さ
れ
て
い

る
。
今
後
講
習
を
希
望
さ
れ
る
団
体
等
あ

る
場
合
は
、
役
場
や
消
防
署
へ
連
絡
し
て

ほ
し
い
。

　
　
　

本
村
の
参
道
や
遊
歩
道
の
現
地
状

況
の
中
か
ら
、
先
ず
諏
訪
神
社
へ
の
参
道

に
つ
い
て
雨
の
と
き
は
そ
の
地
形
上
相
当

な
水
量
が
流
れ
、
そ
の
周
囲
は
心
配
な
面

も
あ
る
た
め
対
策
に
つ
い
て
。

　
　
　

本
村
で
は
、
96
の
重
要
文
化
財
を

指
定
し
て
い
る
が
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
と
こ
ろ
も
見
受
け
ら
れ
る
。
指
定
以
外

で
も
諏
訪
神
社
の
参
道
は
若
干
傷
ん
で
い

　
　
　

「
ほ
た
る
米
」
の
生
産
過
程
で

も
、
き
ち
ん
と
し
た
定
義
を
設
け
、
生

産
、
販
売
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

物
産
館
の
運
営
状
況
に
つ
い
て

A
E
D
の
設
置
状
況
に
つ
い
て

参
道
や
遊
歩
道
の
現
状
に

つ
い
て

農
業
振
興
に
つ
い
て

林
業
振
興
に
つ
い
て

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

一般質問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁
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１

赤 坂 　 修

６~7ページ

7~8ページ

8ページ3

8～9ページ

9～10ページ

2

横 谷 　 巡

本 田 り か

4

立 道 　 徹

10ページ

5

6

7

8

西 　 孝 恒

久 保 山 直 巳

中 村 龍 喜

森 田 俊 介

１０-11ページ

11ページ

質　　問　　事　　項 ページ質問順 議　員　氏　名

※議会だよりは、文字数が限られているため、一般質問内容のすべてを掲載していません。
　また、各議員より提出された原稿のまま掲載しております。

○林業振興について
○農業振興について
○物産館の運営状況について

○防災について
○学校における熱中症予防対策について
○ＡＥＤの設置状況について
○参道や遊歩道の現状について
○２０２０年から始まる「教育改革」への対応について
○ＩＣＴ教育のデメリットについて

○定住化促進について
○砂防工事について
○不登校児童・生徒の対応について
○投票率向上対策について
○第六次総合振興計画の企業誘致の推進・雇用創出について
○小さな産業づくり事業交付金について
○女性が働きやすい職場環境の整備について
○山江村の地方創生事業について
○再生エネルギーについて
○ブランディング事業について
○防災事業について

○村民の声から
　・丸岡公園の活用について
　・道路の維持管理について
○平成３０年度決算を受けての財政運営について
○教職員の不祥事について

西　孝恒 議員

森田　俊介 議員

所得の向上が期待される特用林産物

一般質問

　
　
　

森
林
環
境
譲
与
税
の
配
分
基
準
の

見
直
し
に
つ
い
て
尋
ね
る
。
現
状
で
の
山

江
村
の
配
分
基
準
は
７
２
３
万
円
程
度
と

聞
い
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
使
用
し
て

い
く
の
か
。

　
　
　

令
和
４
年
か
ら
令
和
６
年
ま
で
が

１
，
２
０
０
万
円
で
令
和
７
年
か
ら
令
和
10

年
ま
で
が
１
，
６
０
０
万
円
、
令
和
11
年
度

か
ら
は
２
，
４
０
０
万
円
が
分
配
さ
れ
る
。

　
　
　

基
金
事
業
を
言
わ
ば
補
助
を
ど
の

よ
う
に
使
用
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　

運
用
は
国
が
認
め
て
い
る
。

　
　
　

総
合
振
興
計
画
に
は
、
特
用
林
産

物
の
増
産
、
産
地
化
を
促
進
す
る
と
掲
げ

て
あ
っ
た
が
、
現
在
の
状
況
は
。

　
　
　

木
炭
が
約
４
㌧
、
し
い
た
け
が
０
．

８
㌧
、
竹
の
子
が
１
㌧
で
あ
る
。
ニ
オ
イ
ヒ

バ
は
花
木
生
産
組
合
で
栽
培
さ
れ
て
お
り
、

Ｊ
Ａ
や
ス
ー
パ
ー
へ
出
荷
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

万
江
地
区
の
竹
林
に
特
用
林
産
物

鳥
獣
被
害
対
策
防
護
柵
が
設
置
し
て
あ
る

が
、
竹
林
の
中
は
荒
れ
放
題
で
手
入
れ
も

大
変
だ
と
は
思
う
が
、
高
齢
化
が
進
む
な

か
事
業
と
し
て
成
り
立
つ
の
か
。

　
　
　

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
を
１
㎞
張
り

巡
ら
せ
て
い
る
。
竹
林
の
中
で
竹
の
子
の

生
産
、
出
荷
と
い
う
取
組
み
を
行
い
、
間

伐
な
ど
を
行
い
な
が
ら
生
産
性
を
上
げ
て

い
き
た
い
。

　
　
　

村
内
各
地
で
花
祭
り
が
行
わ
れ
、

甘
茶
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
て
い
る
が
、
甘

茶
の
原
料
が
万
江
地
区
に
生
息
し
て
い
る

の
は
ご
存
じ
か
。
こ
の
原
料
は
万
江
地
区

に
し
か
な
い
の
で
、
生
産
支
援
等
を
行
う

考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

地
元
、
生
産
者
と
話
し
合
い
を
行

い
、
要
望
が
あ
れ
は
支
援
等
を
検
討
す
る
。

　
　
　

補
助
金
を
活
用
し
、
加
工
場
、
冷

蔵
庫
な
ど
の
備
品
等
を
整
備
す
る
計
画
は

あ
る
の
か
。

　
　
　

今
あ
る
加
工
場
が
活
用
で
き
る
な

ら
ば
活
用
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

集
積
事
業
は
ど
の
程
度
進
ん
で
い

る
の
か
。

　
　
　

万
江
地
区
で
は
11
㌶
の
50
％
を
達

成
し
て
い
る
。

　
　
　

加
工
施
設
新
設
に
伴
い
、
機
器
購

入
等
を
行
っ
て
い
る
が
今
年
度
の
計
画
は
。

　
　
　

栗
ペ
ー
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
１
．

３
㌧
の
製
造
取
引
が
契
約
さ
れ
て
い
る
。

栗
ま
ん
じ
ゅ
う
に
使
用
す
る
分
と
合
わ
せ

て
２
．
６
㌧
程
度
が
必
要
で
あ
る
。
正
確

な
栗
の
集
荷
状
況
は
把
握
し
て
い
な
い
。

　
　
　

昨
年
度
は
７
．
４
㌧
の
受
入
が
あ

っ
た
と
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。
加
工
施

設
に
関
わ
る
従
業
員
の
確
保
、
他
の
加
工

施
設
及
び
市
場
と
の
価
格
格
差
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　

従
業
員
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
稼
働

し
て
い
る
製
造
工
場
に
支
障
が
出
な
い
よ
う

確
保
す
る
。
市
場
と
の
価
格
格
差
に
つ
い
て

は
、
関
係
機
関
と
の
調
整
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
　

栗
が
終
了
し
た
後
の
運
用
は
。

　
　
　

他
の
作
物
を
加
工
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　

「
ほ
た
る
米
」
を
特
産
物
と
し

て
、
今
一
度
売
り
出
す
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

本
村
に
於
け
る
A
E
D
の
設
置
個

所
、
設
置
数
、
管
理
状
況
を
伺
う
。

　
　
　

A
E
D
の
設
置
個
所
は
役
場
、
山

江
体
育
館
、
歴
史
民
俗
資
料
館
、
健
康
の

駅
に
各
１
台
、
万
江
地
区
は
温
泉
ほ
た

る
、
管
理
セ
ン
タ
ー
、
屋
形
多
目
的
集
会

施
設
に
各
１
台
あ
り
関
係
各
課
及
び
施
設

の
管
理
者
が
管
理
し
て
い
る
。
学
校
で
は

３
校
に
各
２
台
設
置
し
て
い
て
専
門
業
者

に
よ
り
保
守
業
務
を
含
む
リ
ー
ス
契
約
を

し
て
い
る
。
ま
た
民
間
施
設
で
は
山
江
老

健
、
J
A
く
ま
山
江
店
、
高
速
道
路
の
サ

ー
ビ
ス
エ
リ
ア
上
下
線
に
各
1
台
、
各
保

育
園
に
も
各
１
台
設
置
さ
れ
て
い
て
各
事

業
所
が
管
理
し
て
い
る
。

　
　
　

A
E
D
の
設
置
基
準
や
条
例
に
つ

い
て
。

　
　
　

設
置
基
準
と
し
て
は
、
厚
労
省
の

A
E
D
の
適
正
配
置
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
定
め
て
あ
る
基
準
に
よ
り
設
置
し

て
い
る
。
多
く
の
村
民
が
利
用
す
る
公
共

施
設
等
や
不
特
定
多
数
の
人
が
利
用
す
る

民
間
施
設
に
も
設
置
さ
れ
て
い
る
の
で
、

改
め
て
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
考
え
て

い
な
い
。

　
　
　

A
E
D
の
取
り
扱
い
や
、
心
肺
蘇

生
の
講
習
な
ど
に
つ
い
て
。

　
　
　

消
防
団
、
P
T
A
、
各
事
業
所
で

講
習
会
を
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
力
員
や
日
赤
に
よ
る
一

般
の
方
へ
の
講
習
会
も
開
催
さ
れ
て
い

る
。
今
後
講
習
を
希
望
さ
れ
る
団
体
等
あ

る
場
合
は
、
役
場
や
消
防
署
へ
連
絡
し
て

ほ
し
い
。

　
　
　

本
村
の
参
道
や
遊
歩
道
の
現
地
状

況
の
中
か
ら
、
先
ず
諏
訪
神
社
へ
の
参
道

に
つ
い
て
雨
の
と
き
は
そ
の
地
形
上
相
当

な
水
量
が
流
れ
、
そ
の
周
囲
は
心
配
な
面

も
あ
る
た
め
対
策
に
つ
い
て
。

　
　
　

本
村
で
は
、
96
の
重
要
文
化
財
を

指
定
し
て
い
る
が
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
と
こ
ろ
も
見
受
け
ら
れ
る
。
指
定
以
外

で
も
諏
訪
神
社
の
参
道
は
若
干
傷
ん
で
い

　
　
　

「
ほ
た
る
米
」
の
生
産
過
程
で

も
、
き
ち
ん
と
し
た
定
義
を
設
け
、
生

産
、
販
売
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

物
産
館
の
運
営
状
況
に
つ
い
て

A
E
D
の
設
置
状
況
に
つ
い
て

参
道
や
遊
歩
道
の
現
状
に

つ
い
て

農
業
振
興
に
つ
い
て

林
業
振
興
に
つ
い
て

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

一般質問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁



山江村議会だより⑤ 令和元年10月31日発行 山江村議会だより令和元年10月31日発行 ⑧

久保山直巳 議員

横谷　巡 議員

令和元年度　一般会計補正予算（第３号）
■歳　入 【単位：千円】

600
1,460,000
13,862

463,604

200,123
30,937
234,726
117,070
21,526
433,000

7,632
20,638
△4,012

31,867

6,792
6,300
5,859
80,548
15,101
10,500

子ども・子育て支援臨時交付金の増

普通交付税の増

児童福祉費負担金の減

児童福祉費負担金の増

公共土木施設災害復旧費補助金の増

児童福祉費負担金の増

出資金返還金に伴う増

特別会計より

プレミアム付商品券販売収入

山田小屋内トイレ整備事業

7,962
1,480,638

9,850

495,471

206,915
37,237
240,585
197,618
36,627
443,500

地 方 特 例 交 付 金
地 方 交 付 税
分担金及び負担金

国 庫 支 出 金

県 支 出 金
財 産 収 入
繰 入 金
繰 越 金
諸 収 入
村 債

説 　 明 （ 主 な 内 容 ）区　分 補正前の額 補正額 計

歳 入 合 計 3,344,095 180,955 3,525,050

令和元年度　特別会計補正予算
【単位：千円】

388,000
164,500
136,900
440,528
35,000
92,500

31,099
892
2,539
35,912
934
1,456

決算による前年度繰越金など

決算による前年度繰越金など

決算による前年度繰越金など

決算による前年度繰越金など

決算による前年度繰越金など

決算による前年度繰越金など

419,099
165,392
139,439
476,440
35,934
93,536

国民健康保険事業
簡 易 水 道 事 業
農業集落排水事業
介 護 保 険 事 業
後期高齢者医療事業
ケーブルテレビ事業

説 　 明 （ 主 な 内 容 ）会　計　名 補正前の額 補正額 計

■歳　出 【単位：千円】

  
671,267

622,225

385,940
312,791
58,575
441,156
134,857
241,376
24,300
21,724

58,973

41,312

1,042
3,613
2,541
4,216
263
8,498
17,500
42,997

財政調整基金への積立：50,000

印鑑登録システム改修業務委託料：667

プレミアム付商品券事業補助金：12,000

施設型給付費：22,109

母子保健情報連携システム改修委託料：925

鳥獣被害対策施設整備補助金：2,000

丸岡公園整備費：2,000

道路新設改良費：3,700

修繕料：263

山田小屋内トイレ整備工事：7,000

災害復旧工事請負費（2ヶ所）：17,500

730,240

663,537

386,982
316,404
61,116
445,372
135,120
249,874
41,800
64,721

総 務 費

民 生 費

衛 生 費
農 林 水 産 業 費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
災 害 復 旧 費
予 備 費

説 　 明 （ 主 な 内 容 ）区　分 補正前の額 補正額 計

歳 出 合 計 3,344,095 180,955 3,525,050

（国民健康保険、後期高齢者医療、ケーブルテレビ）事業は、補正第１号

（簡易水道、農業集落排水、介護保険）事業は、補正第２号

る
よ
う
で
あ
る
。

　

地
域
資
源
や
観
光
資
源
を
活
か
し
た
観

光
振
興
の
推
進
に
向
け
た
施
策
に
つ
い
て

は
、
関
係
課
な
ど
と
協
議
し
な
が
ら
整
備

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
と
考

え
て
い
る
。

　
　
　

山
江
温
泉
ほ
た
る
か
ら
丸
岡
へ
上

が
る
遊
歩
道
の
活
用
に
つ
い
て
。

　
　
　

温
泉
セ
ン
タ
ー
の
遊
歩
道
に
つ
い

て
は
、
温
泉
セ
ン
タ
ー
、
物
産
館
へ
の
都

市
住
民
の
来
館
を
促
進
す
る
目
的
で
H
19

年
度
に
国
の
交
付
金
を
活
用
し
て
整
備
し

た
施
設
で
あ
る
が
、
現
在
は
本
来
の
目
的

が
達
成
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
今

後
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
目
的
に
沿
っ
た
施

設
と
し
て
利
活
用
が
あ
る
の
か
検
討
を
行

っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　

戦
後
最
大
の
教
育
改
革
が
始
ま
ろ
う

と
し
て
い
る
。
保
護
者
に
対
し
て
「
教
育
改

革
」
の
内
容
な
ど
周
知
は
行
っ
て
い
る
か
。

　
　
　

ポ
ス
タ
ー
の
配
布
の
徹
底
及
び
授

業
参
観
や
懇
談
会
等
を
通
し
て
そ
の
趣
旨
、

取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　

小
学
校
英
語
教
諭
に
よ
る
英
語
の

指
導
力
の
差
、
及
び
習
熟
で
き
な
い
児
童

へ
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
る
か
。　

　
　
　

先
生
方
、
誰
で
も
英
語
指
導
が
で

き
る
よ
う
指
導
力
研
修
が
い
ろ
ん
な
形
で

行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
習
熟
で
き
な
い

児
童
の
指
導
に
つ
い
て
は
、
習
熟
と
い
う

よ
り
も
子
供
た
ち
が
英
語
に
慣
れ
親
し
み

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
英
語
で

伝
え
合
お
う
と
す
る
意
欲
を
喚
起
す
る
よ

う
な
指
導
が
中
心
で
あ
る
。

　
　
　

教
諭
自
体
へ
の
負
担
増
、
時
間
外

残
業
等
が
心
配
さ
れ
る
が
、
そ
の
対
策
は

如
何
か
。
ま
た
、
英
語
教
科
、
小
・
中
学

校
教
諭
の
指
導
助
手
、
A
L
T
一
人
で
対

応
出
来
る
の
か
心
配
で
あ
る
。

　
　
　

英
語
教
育
の
導
入
に
よ
り
授
業
時

間
数
等
が
増
加
し
、
十
分
な
指
導
が
で
き

な
い
状
況
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
来

年
度
に
は
財
政
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
、

A
L
T
の
増
員
も
必
要
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　

授
業
中
に
お
い
て
の
機
器
の
不
具

合
の
対
処
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
の

か
、
ま
た
、
長
時
間
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
見

る
こ
と
で
起
き
る
目
や
身
体
、
心
の
病
気

も
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
Ｖ
Ｄ
Ｔ
症
候
群

が
心
配
さ
れ
る
。
健
康
へ
の
配
慮
、
対
策

は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

　
　
　

平
成
28
年
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
（
操

作
担
当
）
を
１
名
配
置
し
て
お
り
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
材
の
作
成
、
授
業
支
援
を
行
う
。
ま

た
、
機
器
不
具
合
時
は
予
備
機
に
て
対
応

し
な
が
ら
、
要
修
理
の
場
合
は
業
者
へ
依

頼
し
対
応
し
て
い
る
。
機
器
の
使
い
す
ぎ

に
よ
る
健
康
被
害
の
状
況
で
あ
る
が
、
授

業
で
使
用
す
る
時
間
は
平
均
し
て
５
分
か

ら
10
分
で
あ
り
、
長
時
間
の
使
用
は
な

く
、
全
国
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
会
議
等
で
も

Ｖ
Ｄ
Ｔ
障
害
の
報
告
は
あ
っ
て
い
な
い
、

今
後
も
子
供
た
ち
の
健
康
状
況
を
常
に
把

握
し
て
、
適
切
な
活
用
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
　

現
在
、
総
合
公
園
建
設
の
検
討
状

況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　

山
江
村
全
体
を
ま
る
ご
と
公
園
と

定
義
と
し
、
３
エ
リ
ア
に
お
い
て
、
幅
広

い
年
齢
層
の
方
々
が
利
用
で
き
る
公
園
整

備
に
向
け
て
、
検
討
委
員
会
で
協
議
を
進

め
て
い
る
。

　
　
　

子
ど
も
の
成
長
を
応
援
し
、
遊
び

環
境
の
自
然
と
触
れ
合
う
コ
ン
パ
ク
ト
な

遊
具
を
設
置
し
た
丸
岡
公
園
の
整
備
は
で

き
な
い
か
。

　
　
　

丸
岡
公
園
も
整
備
す
る
エ
リ
ア
の

一
つ
で
あ
り
、
自
然
と
触
れ
合
い
な
が
ら

交
流
が
で
き
、
健
康
づ
く
り
の
面
か
ら
も

活
用
で
き
る
公
園
整
備
を
目
指
し
て
い
き

た
い
。

　
　
　

歩
道
に
水
溜
ま
り
箇
所
が
あ
り
、

児
童
生
徒
や
高
齢
者
等
弱
者
に
と
っ
て
は

不
便
で
、
交
通
安
全
上
か
ら
も
危
険
で
あ

る
。
調
査
点
検
し
解
消
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

　
　
　

雨
天
時
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、

危
険
箇
所
の
早
期
発
見
と
対
策
、
道
路
利
用

者
の
安
全
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

質
問

質
問

質
問

質
問

２
０
２
０
年
か
ら
始
ま
る

「
教
育
改
革
」
に
つ
い
て

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
デ
メ
リ
ッ
ト

に
つ
い
て

総
合
公
園
の
検
討
状
況
と
丸

岡
公
園
の
整
備
に
つ
い
て

歩
道
の
水
溜
り
箇
所
の
解
消

に
つ
い
て

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

一般質問
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立道　徹 議員

決算に伴う監査委員の審査意見

一般質問

令和元年度一般会計補正予算（第３号）の修正について

　平成３０年度決算は、一般会計・特別会計を合わせた決算総額においては、歳入 5,188,280 千円、

歳出 4,896,484 千円で形式収支は 291,796 千円の黒字、実質収支は 281,205 千円の黒字であり、実質単

年度収支は 106,235 千円の赤字である。

しかしながら、今後も高齢化が進み、医療技術の高度化や老人医療受給者の増加等により、医療費等に

係る歳出が益々増加するものと思われる。

一般会計の財政構造は、実質収支比率 11.0％で前年度より 0.4％上昇し、経常収支比率は 93.1％で 3.1

上昇している。また、財政力指数は 0.144 で 0.005 上昇し、実質公債費比率は 9.7％で 0.5％上昇している。

今後とも厳しい財政状況の中で、自主財源を確保するとともに経常的経費を節約し、積極的に諸事業の

推進を図り、一層の計画性と効率性を求め、健全で持続可能な行財政基盤の構築に取り組み、村民の福祉

の増進と安心して暮らせる山江村づくりにより一層努めることを望む。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（山江村監査委員　木下　久人・西　　孝恒）

発　議　者：横谷　巡議員、立道　徹議員、中村龍喜議員
修正の内容：やまえ栗ブランディング委託料　　4,389 千円　減額
　　　　　　再生可能エネルギー調査委託料等　9,967 千円　減額
提案理由（概要）：これまでの海外戦略で一定の成果をあげたことから、一次産業へ振り向け、稲作をはじ

めとする他の農産物への振興策、国内への需要拡大を検証すべき。エネルギーの調査費用については、実現性
があるかが重要であるが、相当の困難を極めると判断する。このことから、両委託料については、減額を提案する。
質疑・討論：なし
表決（起立採決）：議案第３６号　令和元年度山江村一般会計補正予算（第３号）に対する修正案

○：修正案に賛成　　×：修正案に反対　　／：議長は採決しません

こんなことが決まりましたこんなことが決まりましたこんなことが決まりましたこんなことが決まりました

承認第１０号　専決処分事項の承認を求めることについて
　■令和元年度山江村一般会計補正予算（第２号）において、大雨被害による道路河川
　　災害復旧費に19,800千円を追加した専決処分事項の承認を求めるもの

同意第４号　山江村教育委員会委員の任命に関する同意を求めることについて
　■現委員の任期満了により、新たに委員を任命するにあたり同意を求めるもの
　　新委員：東　亜里砂　氏（第４区）
　　任　期：令和元年１０月１日から令和５年９月３０日

議案第３４号　山江村印鑑条例の一部を改正する条例の制定について
　■印鑑登録証明書を発行する際、希望があれば、旧姓も記載した証明書の発行が可能
　　となるための条例の改正

議案第３５号　山江村森林環境譲与税基金条例の制定について
　■新たに創設された森林環境税及び森林環境譲与税の適正な施策運用を図るため、基
　　金を創設するもの

議案第４３号　公共工事請負契約の締結について　　※追加提案
　■山江村役場庁舎非常用電源設備設置工事の指名競争入札を行い、請負契約の締結つ
　　いては、議会の議決を経る必要があるため

議案第４４号　公共工事請負契約の締結について　　※追加提案
　■村道県道下段線下之段橋上部工工事の指名競争入札を行い、請負契約の締結につい
　　ては、議会の議決を経る必要があるため

原　案
承　認

原　案
同　意

原　案
可　決

原　案
可　決

原　案
可　決

原　案
可　決

議決の結果条　例　制　定　等　議　案

議 員 名

賛 否

本田議員 久保山議員 中村議員 赤坂議員 森田議員 横谷議員 立道議員 西 議 員 中竹議長 秋丸議員

× × ○ × ○ ○ ○ ○ ○

　
　
　

平
成
28
年
度
、
29
年
度
決
算
の
実

質
単
年
度
収
支
は
赤
字
と
な
っ
て
い
る
が
、

平
成
30
年
度
決
算
の
収
支
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ
せ

た
実
質
単
年
度
収
支
額
は
、
１
億
６
２
３
万

５
０
０
０
円
の
赤
字
で
あ
る
。

　
　
　

こ
こ
数
年
、
実
質
単
年
度
収
支
は
赤

字
が
続
い
て
い
る
が
、
財
政
は
健
全
性
が
担

保
さ
れ
、
持
続
可
能
な
運
営
が
必
要
で
あ

る
。
今
後
の
財
政
見
通
し
は
ど
う
か
。

　
　
　

実
質
収
支
比
率
は
前
年
度
よ
り

０
・
９
％
上
昇
し
、
こ
れ
は
繰
越
事
業
の

減
少
が
主
な
要
因
。
基
金
へ
の
積
み
立
て

を
行
い
財
政
運
営
の
安
定
に
対
応
し
た

い
。
経
常
収
支
比
率
は
前
年
度
と
比
較
し

て
３
・
１
％
上
昇
し
、
普
通
交
付
税
の
減

額
や
人
件
費
の
増
が
要
因
で
あ
る
。
経
常

経
費
を
節
約
し
、
財
政
の
健
全
化
を
図
っ

て
ま
い
り
た
い
。

　
　
　

財
政
調
整
基
金
も
少
し
ず
つ
減
り

続
け
、
依
存
財
源
に
頼
る
と
こ
ろ
の
多
い

財
政
状
況
の
な
か
、
安
定
し
た
財
政
運
営

の
た
め
の
方
策
が
必
要
で
あ
り
、
収
支
均

衡
で
運
営
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
。
財
政

運
営
上
の
課
題
は
。

　
　
　

村
税
等
の
自
主
財
源
を
確
保
し
な

が
ら
、
住
民
の
福
祉
向
上
、
イ
ン
フ
ラ
整

備
な
ど
の
施
策
は
国
の
補
助
金
や
交
付
金

を
活
用
し
、
地
方
債
に
お
い
て
は
、
過
疎

債
な
ど
有
利
な
起
債
を
活
用
し
て
事
業
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
、
今
後
の
財
政
上
の

課
題
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　

本
村
の
学
校
教
職
員
の
酒
気
帯
び

運
転
と
い
う
不
祥
事
を
受
け
、
再
発
防
止

に
向
け
た
取
り
組
み
の
状
況
は
。

　
　
　

学
期
に
一
回
は
必
ず
行
う
不
祥
事

防
止
研
修
、
飲
酒
運
転
を
し
な
い
と
い
う

宣
言
書
と
家
族
の
承
認
、
飲
酒
習
慣
の
セ

ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
表
の
確
認
な
ど
の
取
り
組

み
に
も
関
わ
ら
ず
、
今
回
の
不
祥
事
が
起

き
た
。
今
後
は
再
度
そ
の
研
修
の
見
直
し

を
行
い
、
職
員
一
人
一
人
の
心
に
響
く
研

修
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　

村
民
か
ら
失
わ
れ
た
信
頼
を
早
急

に
回
復
し
、
児
童
生
徒
、
保
護
者
と
の
信
頼

関
係
を
ど
の
よ
う
に
醸
成
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　

今
後
、
不
祥
事
防
止
に
向
け
て
真

摯
に
取
組
み
、
教
育
委
員
会
と
学
校
が
一

体
と
な
り
、
生
徒
た
ち
の
将
来
の
夢
の
実

現
の
た
め
、
ま
た
、
保
護
者
、
地
域
の
信

頼
回
復
に
向
け
、
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

　
　
　

今
回
の
学
校
教
職
員
の
不
祥
事
を
受

け
て
、
村
と
し
て
の
綱
紀
粛
正
へ
の
考
え
は
。

　
　
　

職
員
の
不
祥
事
、
飲
酒
運
転
は
役

場
全
体
そ
し
て
村
民
か
ら
の
信
頼
失
墜
に

つ
な
が
り
、
公
務
員
に
向
け
る
厳
し
い
目

か
ら
厳
重
な
処
罰
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

飲
酒
運
転
を
し
な
い
宣
言
書
、
服
務
規

程
、
倫
理
感
の
自
覚
研
修
等
を
行
い
、
再

発
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

　
　
　

現
在
、
計
画
中
や
進
行
中
の
造
成

地
は
あ
る
の
か
。

　
　
　

模
索
中
で
あ
り
、
具
体
的
な
候
補

地
は
な
い
。

　
　
　

山
田
地
区
の
元
ゴ
ミ
処
理
場
の
裏

側
の
土
地
で
買
収
の
動
き
が
あ
る
が
、
村

も
動
い
て
い
る
の
か
。

　
　
　

村
と
し
て
は
動
い
て
い
な
い
。
移

住
定
住
の
施
策
は
、
村
が
行
う
公
営
住
宅

の
建
設
、
分
譲
地
の
造
成
、
空
き
家
の
あ

っ
旋
な
ど
が
主
に
上
げ
ら
れ
る
が
、
財
政

的
な
問
題
も
あ
り
、
民
間
参
入
も
村
と
し

て
は
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
で
視
野
に
は
入

れ
て
い
る
。

　
　
　

万
江
神
園
地
区
に
計
画
中
の
砂
防

ダ
ム
事
業
の
進
捗
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

本
年
、
国
土
交
通
省
か
ら
砂
防
指

定
地
と
し
て
指
定
を
受
け
た
。
前
年
度
実

施
し
た
用
地
測
量
が
完
了
し
、
現
在
、
用

地
交
渉
に
向
け
た
準
備
段
階
で
あ
る
。

　
　
　

こ
の
事
業
は
、
村
か
ら
の
要
望
・

陳
情
に
よ
っ
て
計
画
さ
れ
た
の
か
。

　
　
　

直
接
的
な
陳
情
は
行
っ
て
い
な

い
。
以
前
、
２
基
の
砂
防
ダ
ム
建
設
事
業

が
実
施
さ
れ
た
が
１
基
で
完
了
し
た
。
そ

の
後
の
県
の
調
査
で
現
在
地
が
土
砂
災
害

警
戒
区
域
と
し
て
指
定
さ
れ
、
こ
の
地
域

に
小
学
校
、
保
育
園
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
、
平
成
28
年
12
月
に
事
業
の
認
可
を
受

け
て
、
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　

事
業
個
所
は
、
地
域
の
水
源
地
で

も
あ
り
、
地
元
か
ら
建
設
反
対
の
声
も
上

が
っ
て
い
る
。
仮
に
発
注
者
が
村
で
あ
る

な
ら
ば
、
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
の
か
。

　
　
　

反
対
の
意
思
が
あ
る
公
共
工
事
は

中
止
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
事
業

の
警
戒
区
域
内
に
は
、
小
学
校
や
保
育
園

が
あ
り
、
簡
単
に
止
め
る
と
は
言
え
な
い

状
況
で
あ
る
。
今
後
、
関
係
機
関
や
地
域

住
民
と
の
協
議
が
必
要
で
あ
る
。

平
成
30
年
度
決
算
を
受
け
て

の
財
政
運
営
に
つ
い
て

学
校
教
職
員
の
不
祥
事
に
つ

い
て

定
住
化
促
進
に
つ
い
て

砂
防
工
事
に
つ
い
て

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁



【単位：円／％】■会計別歳入歳出決算額
決　算　額

会　計　名 予算現額

4,015,579,437

432,200,000

159,413,000

138,755,000

472,813,000

34,226,000

102,552,000

5,355,538,437

歳入総額

3,845,218,381

433,013,260

159,501,763

140,594,178

472,977,891

34,418,470

102,556,687

5,188,280,630

歳出総額

3,637,007,545

402,016,437

155,961,450

133,882,888

438,480,126

32,840,735

96,294,671

4,896,483,852

一 般 会 計

国民健康保険

簡 易 水 道

農業集落排水

介 護 保 険

後期高齢者医療

ケーブルテレビ

合 計

執　行　率歳入歳出
差 引 額

208,210,836

30,996,823

3,540,313

6,711,290

34,497,765

1,577,735

6,262,016

291,796,778

歳　　入

95.8%

100.2%

100.1%

101.3%

100.0%

100.6%

100.0%

96.9%

歳　　出

90.6% 

93.0% 

97.8% 

96.5% 

92.7% 

96.0% 

93.9% 

91.4% 

【単位：円，構成比％】

決算を認定！

主に増えたもの

○総務費：456,137,367円の増（対前年度比164.8％）

　※村有地施設整備基金積立金、消防施設整備工事
○商工費：27,046,455円の増（対前年度比153.8％）

　※温泉センター基金積立金、温泉施設に係る工事請負費
○災害復旧費：34,760,829円の増（対前年度比4,320.0％）

　※公共土木施設災害復旧費、林業施設災害復旧費

主に減ったもの

○民生費：12,640,659円の減（対前年度比98.1％）

　※簡素な給付措置（経済対策分）

○衛生費：37,496,788円の減（対前年度比90.7％）

　※人吉球磨広域行政組合負担金

○土木費：168,710,991円の減（対前年度比62.3％）

　※村営住宅建設事業費

総務費
1,159,954,684円

31.89％

民生費
644,583,749円
17.72％農林水産業費

289,946,001円
7.97％

商工費
77,348,728円
2.13％

土木費
278,316,537円

7.65％

消防費
125,313,972円

3.45％

教育費
228,079,119円

6.27％

災害復旧費
35,584,545円
0.98％

公債費
372,765,977円
10.25％

会議費
58,643,012円
1.61％

衛生費
366,471,221円
10.08％

山江村議会だより令和元年10月31日発行 ⑩山江村議会だより 令和元年10月31日発行③

本田　りか 議員

赤坂　修 議員

一般質問

平成 29年度

歳出総額 3,277,439,354 円 3,637,007,545 円 111.0%

平成 30年度 比　較

　
　
　

過
去
３
年
間
の
不
登
校
児
童
・
生

徒
数
は
。

　
　
　

平
成
28
年
度　

１
名
。
平
成
29
年

度　

２
名
。
平
成
30
年
度　

６
名
。
令
和

元
年
度　

３
名
で
あ
る
。

　
　
　

不
登
校
児
童
・
生
徒
に
対
し
て
の

取
組
み
は
。

　
　
　

１
日
休
む
と
保
護
者
へ
連
絡
。
２

日
休
む
と
家
庭
訪
問
の
実
施
。
３
日
目
か

ら
、
学
年
主
任
・
管
理
職
・
担
任
が
家
庭

訪
問
を
行
う
。
長
期
に
な
る
よ
う
で
あ
れ

ば
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と

連
携
し
、
面
談
等
を
実
施
る
。
医
師
を
含

め
た
不
登
校
対
策
委
員
会
を
開
催
し
、
対

応
し
て
い
る
。

低
下
に
対
す
る
要
因
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

　
　
　

政
治
へ
の
無
関
心
、
自
分
が
選
び

た
い
政
党
、
候
補
者
が
い
な
い
。
投
票
日

当
日
の
天
候
等
な
ど
。

　
　
　

期
日
前
投
票
所
が
現
在
山
田
地
区

一
か
所
と
な
っ
て
い
る
が
万
江
地
区
に
増

設
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

選
挙
立
会
人
の
引
き
受
け
手
が
い

な
い
こ
と
や
経
費
の
面
か
ら
増
設
は
考
え

て
い
な
い
。

　
　
　

交
通
弱
者
に
対
す
る
投
票
所
ま
で

の
移
動
支
援
の
考
え
は
。

　
　
　

交
通
弱
者
の
方
の
意
見
や
情
報
を
収

集
し
選
挙
管
理
委
員
会
で
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　

企
業
誘
致
の
現
在
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
　

人
吉
球
磨
で
協
議
会
を
作
り
研
修

会
、
情
報
の
共
有
を
し
て
い
る
が
具
体
的

な
企
業
誘
致
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　
　
　

現
在
ま
で
、
三
社
の
企
業
誘
致
が

実
現
し
て
い
る
が
地
元
雇
用
者
は
何
名
ぐ

ら
い
い
る
の
か
。

　
　
　

三
社
の
従
業
員
数
34
名
の
内
４
名

で
あ
る
。

　
　
　

地
元
採
用
に
つ
い
て
会
社
訪
問
等

に
よ
り
推
進
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

山
江
村
か
ら
の
雇
用
を
優
先
的
に

し
て
も
ら
う
よ
う
お
願
い
は
し
て
い
る
。

　
　
　

企
業
誘
致
に
対
す
る
村
長
の
見
解
は
。

　
　
　

全
国
的
な
傾
向
で
あ
る
投
票
率
の

　
　
　

環
境
を
し
っ
か
り
整
え
、
地
域
密

着
型
の
会
社
を
誘
致
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

起
業
支
援
策
と
し
て
こ
の
事
業
を

積
極
的
に
推
進
す
る
の
か
。

　
　
　

要
綱
を
変
更
し
、
や
る
気
の
あ
る
団

体
に
つ
い
て
は
積
極
的
に
支
援
を
し
た
い
。

　
　
　

現
在
ま
で
の
実
績
と
継
続
し
て
事

業
を
行
っ
て
い
る
団
体
は
。

　
　
　

実
績
と
し
て
は
17
団
体
で
当
初
計

画
で
継
続
し
て
事
業
を
さ
れ
て
い
る
団
体

は
、
５
団
体
で
あ
る
。

　
　
　

要
綱
で
は
単
年
度
の
事
業
計
画
と

な
っ
て
い
る
が
５
年
間
程
度
の
事
業
計
画

を
立
て
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
指
導
支
援
が

必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　

構
成
人
員
は
５
名
以
上
を
３
名
以

上
に
、
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
単
年
度
を
三

年
間
の
事
業
計
画
を
立
て
る
よ
う
要
綱
の
変

更
を
行
い
、
こ
の
計
画
に
対
す
る
実
績
報
告

に
よ
り
助
言
指
導
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
　

（
株
）
や
ま
え
の
産
前
産
後
休

暇
、
育
児
休
暇
等
、
女
性
が
働
き
や
す
い
職

場
環
境
の
整
備
を
進
め
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

育
児
休
業
に
つ
い
て
は
標
準
報
酬

の
67
%
を
支
払
い
、
1
8
0
日
を
超
え
る

日
か
ら
は
社
会
保
険
料
の
50
%
を
負
担
し

て
い
る
。
育
児
休
業
後
の
職
場
復
帰
は
、

希
望
が
あ
れ
ば
復
職
で
き
る
体
制
を
と
っ

て
い
る
。
8
週
間
の
産
前
産
後
休
業
期
間

に
つ
い
て
は
、
現
状
は
無
給
な
の
で
直
ち

に
改
善
し
た
い
。

　
　
　

こ
れ
ま
で
山
江
村
が
取
り
組
ん
で

き
た
地
方
創
生
事
業
の
概
略
、
目
的
、
事

業
効
果
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　

少
子
高
齢
化
の
進
展
に
的
確
に
対

応
し
、
①
人
口
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る

と
共
に
、
②
村
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
雇
用

づ
く
り
、
③
移
住
・
定
住
の
促
進
、
妊
娠
、

出
産
、
子
育
て
の
希
望
を
叶
え
、
笑
顔
の
絶

え
な
い
村
づ
く
り
、
④
安
心
な
暮
ら
し
を
実

現
す
る
村
づ
く
り
の
四
つ
を
基
本
目
標
と
し

て
、
実
現
に
向
け
た
施
策
を
遂
行
中
で
あ

る
。
事
業
効
果
と
し
て
、
新
規
就
農
者
が
2

名
か
ら
4
名
に
増
加
し
、
有
害
鳥
獣
の
被
害

不
登
校
児
童
・
生
徒
の
対
応

に
つ
い
て

投
票
率
向
上
対
策
に
つ
い
て

企
業
誘
致
に
つ
い
て

小
さ
な
産
業
づ
く
り
交
付
金

事
業
に
つ
い
て

山
江
村
の
地
方
創
生
事
業
に

つ
い
て

女
性
が
働
き
や
す
い
職
場
環

境
の
整
備
に
つ
い
て

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

平成30年度　決算状況（歳出）



村税
222,504,162円

5.79％

地方譲与税
36,032,000円
0.94％

配当割交付金
621,000円
0.02％ 株式等譲渡所得割交付金

825,000円
0.03％

自動車取得税交付金
8,518,000円
0.22％

地方特例交付金
817,000円
0.02％

地方交付税
1,580,995,000円

41.12％

交通安全対策特別交付金
523,000円
0.01％地方消費税交付金

55,327,000円
1.44％

分担金及び負担金
12,826,374円
0.33％

使用料及び手数料
47,879,930円
1.25％

国庫支出金
433,577,092円
11.28％県支出金

191,316,590円
4.98％

財産収入
11,360,543円
0.30％

寄附金
16,210,000円
0.42％

繰入金
631,382,460円
16.42％

繰越金
201,448,921円

5.24％

諸収入
41,886,309円
1.09％

村債
351,200,000円

9.13％

山江村議会だより 令和元年10月31日発行⑪ 山江村議会だより令和元年10月31日発行 ②

中村　龍喜 議員

一般質問

平成 29年度

歳入総額 3,478,888,275 円 3,845,218,381 円 110.5%

平成 30年度 比　較

額
が
7
8
0
万
円
か
ら
1
2
0
万
円
へ
減
少

し
た
。
観
光
客
数
は
18
万
人
か
ら
22
万
人
へ

増
加
し
た
。
今
年
度
が
総
合
戦
略
の
節
目
の

年
な
の
で
、
し
っ
か
り
と
検
証
し
な
が
ら
、

今
後
も
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　

地
方
創
生
交
付
金
、
一
般
財
源
、

起
債
、
償
還
状
況
と
償
還
計
画
、
起
債
の

現
在
高
に
つ
い
て
。

　
　
　

2
,
3
3
0
万
円
の
一
般
財
源
の

う
ち
、
80
%
に
あ
た
る
1
,
8
6
0
万
円

が
特
別
交
付
税
と
し
て
措
置
さ
れ
る
。
平

成
31
年
3
月
か
ら
償
還
が
始
ま
り
、
償
還

計
画
20
年
。
起
債
の
残
高
は
、
借
入
れ
額

の
1
,
1
8
0
万
円
で
あ
る
。

　
　
　

本
年
度
の
事
業
計
画
と
進
捗
状

況
。
事
業
の
目
的
と
将
来
見
込
ま
れ
る
効

果
に
つ
い
て
。

　
　
　

地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
活
用

し
、
栗
の
新
植
、
改
植
等
や
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
事
業
、
栗
ま
つ
り
の
開
催
、
観
光
交

流
促
進
協
議
会
の
運
営
、
農
泊
・
民
泊
の

推
進
、
ま
た
、
東
京
大
学
と
の
共
同
研
究

や
百
人
委
員
会
の
取
り
組
み
、
支
援
な
ど

の
人
材
育
成
事
業
を
計
画
。
進
捗
状
況
に

つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
の
事
業
を
着
手
し
て

い
る
。
や
ま
え
栗
の
付
加
価
値
と
認
知
度

向
上
に
よ
る
消
費
拡
大
と
観
光
客
に
よ
る

交
流
人
口
の
増
加
を
図
る
た
め
、
や
ま
え

栗
の
増
産
、
品
質
向
上
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
将
来
の
生
産
者

の
所
得
向
上
や
後
継
者
の
育
成
、
地
域
の

活
性
化
が
見
込
ま
れ
る
。

　

こ
の
事
業
に
対
す
る
効
果
と
し
て
、
単

年
度
で
１
,
０
０
０
万
円
か
ら
２
,
０
０

０
万
円
く
ら
い
の
効
果
が
期
待
で
き
る
の

で
は
な
い
か
。

　
　
　

地
方
創
生
事
業
の
総
括
と
今
後
の

村
づ
く
り
の
方
針
に
つ
い
て
。

　
　
　

村
民
の
方
々
が
、
暮
ら
し
や
す

い
、
し
っ
か
り
稼
げ
る
村
を
つ
く
っ
て
い

こ
う
と
、
そ
れ
に
よ
り
山
江
で
の
暮
ら
し

を
豊
か
に
し
て
い
こ
う
。
山
江
の
栗
と
い

う
の
は
他
の
町
村
も
知
っ
て
い
る
の
で
、

そ
う
い
う
こ
と
を
主
体
と
し
、
産
業
を
も

っ
と
活
性
化
さ
せ
た
い
、
も
ち
ろ
ん
栗
だ

け
で
な
く
農
林
業
を
活
性
化
さ
せ
た
い
と

い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
し
、
将
来
的
に
は

栗
条
例
を
生
か
し
な
が
ら
、
シ
ン
ボ
リ
ッ

ク
な
環
境
を
大
事
に
す
る
山
江
で
、
栗
が

で
き
る
環
境
を
大
事
に
す
る
よ
う
な
村
づ

く
り
を
し
た
い
。
よ
り
良
い
観
光
づ
く
り

と
し
て
は
、
国
内
外
に
栗
を
売
っ
て
い
き

た
い
。
そ
し
て
内
外
の
外
に
売
っ
て
い
く

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
国
内
で
色
ん

な
こ
と
を
や
る
よ
り
も
外
で
色
々
な
こ
と

を
や
っ
て
、
外
の
方
を
呼
び
込
ん
だ
ほ
う

が
発
信
力
が
全
然
違
う
。

今
後
や
ま
え
栗
の
販
路
を
拡
大
し
こ
の
村

の
方
々
が
、
本
当
に
住
み
よ
い
環
境
の
中

で
、
し
っ
か
り
自
立
す
る
よ
う
な
産
業
も

作
っ
て
い
き
な
が
ら
、
子
供
た
ち
が
夢
を

持
ち
、
お
年
寄
り
が
住
み
よ
い
村
づ
く
り

の
中
で
よ
そ
か
ら
の
定
住
者
を
呼
び
込
め

た
ら
と
考
え
て
い
る
。　

　
　
　

地
元
新
聞
の
一
面
に
、
村
内
の
電

力
を
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
自
給
自
足
す
る
旨

の
報
道
が
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
中
で
、
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
事
業
の
調
査
検
討
も
実
施
す
る

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
発
電
の
供

給
先
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
に
つ
い
て

は
、
発
電
で
は
な
く
、
熱
と
し
て
温
泉

「
ほ
た
る
」
等
へ
の
供
給
事
業
と
し
て
の

可
能
性
を
模
索
し
て
い
く
。

　
　
　

昨
年
、
一
昨
年
と
フ
ラ
ン
ス
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
海
外
展
開
事
業
を
行
い
、

「
広
報
や
ま
え
」
に
は
、
売
上
げ
額
は
掲

載
し
て
あ
っ
た
が
、
経
費
は
載
っ
て
い
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
実
際
に
か
か
っ
た

経
費
は
ど
れ
く
ら
い
か
。
ま
た
、
そ
の
都

度
広
報
で
情
報
提
供
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
、
周
知
の
方
法
は
ど
う
で
あ
っ

た
の
か
伺
う
。

　
　
　

フ
ラ
ン
ス
へ
の
経
費
は
１
６
９
万

円
で
あ
る
。
山
村
活
性
化
交
付
金
事
業
で
国

の
補
助
が
１
０
０
％
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
業

に
つ
い
て
は
、
事
業
報
告
会
を
実
施
し
て
い

る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
の
経
費
は
２
２
４
万

円
で
あ
る
。
50
％
が
国
の
補
助
金
で
あ
り
、

残
り
の
50
％
の
約
８
割
は
特
別
交
付
税
と
し

て
交
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
栗
の

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
に
つ
い
て
は
、
広

報
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
等
で
分
か
り
や
す
く

伝
え
て
い
き
た
い
。

　
　
　

近
年
、
豪
雨
や
台
風
等
の
自
然
災
害

が
多
く
発
生
し
て
お
り
、
本
村
で
も
レ
ベ
ル

３
に
該
当
す
る
避
難
準
備
情
報
が
発
令
さ
れ

て
い
る
現
状
で
あ
る
。
地
域
の
拠
り
所
で
も

あ
る
公
民
館
が
避
難
所
に
指
定
し
て
あ
る
場

合
も
あ
る
が
、
は
た
し
て
公
民
館
は
安
全
な

の
か
。

　
　
　

避
難
所
及
び
避
難
場
所
に
指
定
さ
れ

て
い
る
公
民
館
は
、
県
が
指
定
す
る
イ
エ
ロ

ー
ゾ
ー
ン
、
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
区
域
に
指
定
さ

れ
て
い
な
い
公
民
館
を
選
定
し
て
い
る
。
避

難
準
備
情
報
は
、
早
め
早
め
に
発
令
す
る
よ

う
心
掛
け
て
い
る
。

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

栗
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業

に
つ
い
て

防
災
事
業
に
つ
い
て

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

【単位：円，構成比％】

　令和元年第５回山江村議会定例会は、９月４日から１２日までの９日間の会期で開かれまし
た。今回の定例会では、平成３０年度一般会計・特別会計の決算認定７件をはじめ、令和元年度
一般会計・特別会計補正予算７件、専決処分事項の承認１件、山江村印鑑条例の一部を改正する
条例の制定など４件、人事案件として、山江村教育委員会委員の任命同意など２件の２１議案が
提案され審議を行いました。
　令和元年度一般会計補正予算（第３号）の一部を修正し、他の議案については、原案のとおり
可決・決定（人事案件１件については撤回）しました。
　また、１１日の一般質問では８名の議員が登壇し、当面する行政課題等について一般質問を行
いました。

令和元年第５回定例会報告

平成30年度一般会計・特別会計

主に増えたもの

○村税：8,387,179円の増（対前年度比103.9％）

　※（村民税、固定資産税、軽自動車税、市町村たばこ税、入

　　湯税）

○国庫支出金：47,107,719円の増（対前年度比112.2％）

　※国庫（負担金、補助金、委託金）より、事務の全部及び一

　　部が交付される。

　　（総務管理費補助金、地方道路整備補助金、公共土木施

　　設災害復旧費補助金）

○繰入金：464,454,514円の増（対前年度比378.2％）

　※基金からの繰入金など。（土地開発基金）

主に減ったもの

○地方交付税：4,369,000円の減（対前年度比99.7％）

　※村の財政需要に即して必要な財源を確保するために、

　　国民の負担する租税を国と村のそれぞれの財政需要

　　によって配分され、村の財源保障を確保するもの。

○使用料及び手数料：1,741,810円の減（対前年度比96.5％）

　※村有施設等の使用料及び各種証明書の発行手数料

○繰越金：99,699,368円の減（対前年度比66.9％）

　※前年度予算の繰越金

平成30年度　決算状況（歳入）



　

令
和
元
年
ス
タ
ー
ト
、
ま
た
も
台
風

と
豪
雨
、
災
害
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
た
方
に
心
よ
り
お
見
舞
い

と
、
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
と
共

に
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
旧
を
願

い
ま
す
。

　

さ
て
、
先
日
の
新
聞
に
宇
宙
航
空
開

発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
が
九
月
二
八
日

に
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
無
人

補
給
機
「
こ
う
の
と
り
」
８
号
機
が
宇

宙
飛
行
士
に
生
鮮
食
品
を
届
け
た
と

の
こ
と
で
し
た
。北
海
道
産
の
タ
マ
ネ

ギ
、宮
城
県
産
の
パ
プ
リ
カ
、愛
媛
、佐

賀
両
県
産
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
と

オ
ー
ロ
ラ
ブ
ラ
ッ
ク
の
ブ
ド
ウ
が
搭

載
さ
れ
た
と
の
記
事
で
し
た
。皮
な
ど

捨
て
る
部
分
や
種
が
少
な
い
な
ど
の

条
件
は
あ
る
も
の
の
、
ふ
と
頭
に
浮
か

ん
だ
の
が
山
江
村
産
、
栗
の
渋
皮
煮

や
、
や
ま
め
の
甘
露
煮
等
の
真
空
パ
ッ

ク
を
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
飛

行
士
へ
届
け
て
み
て
は
と
、
思
っ
た
と

こ
ろ
で
し
た
。喜
ん
で
も
ら
え
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
し
て
Ｐ
Ｒ
に

な
る
の
で
は
。

　

今
年
も
二
カ
月
を
切
り
、
寒
さ
も
一

段
と
厳
し
く
な
り
ま
す
、
健
康
に
留
意

し
て
年
末
を
迎
え
た
い
も
の
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
皆

様
に
関
心
を
持
っ
て
読
ん
で
頂
け
る

議
会
だ
よ
り
に
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

（
文
責　

久
保
山　

直
巳
）

【
議
会
広
報
委
員
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だんだんなぁ目　　　次

【川辺川造成地（栗の新植）】 【村道井川尻弁慶谷線の災害復旧状】

【金子代議士へ要望書提出】 【松村参議より国の概要説明】

◯令和元年第５回山江村議会定例会報告

　・令和元年度補正予算　

　・一般質問

◯議員活動の一コマ

◯編集後記「だんだんなぁ」

P2

P5

P6

P12

P12

写真の説明
　絶好の秋晴れのなか、村民体育祭が開催されま

した。午前中のみでしたが、多くの村民が一堂に会

し、和やかな雰囲気で種目が行われました。

　また、村政施行１３０周年記念シンポジウムでは、

山江中生徒による２０年後を見据えた村づくりの提

言が発表され、山江村の将来を担う子供たちを誇ら

しく思えた一日でした。

　議会定例会３日目の９月６日（金）は、午前９時から現地調査を行いました。災害復旧工事が行われてい
る村道井川尻弁慶谷線をはじめ、山江中学校屋外トイレ新設工事、川辺川造成地栗新植・改植事業など、合
わせて８か所を巡回し、施工の状況や事業の計画について、事業担当課から説明をうけるなどしました。

　９月１８日（水）から１９日（木）の２日間、山江村の抱える課題や事業に必要な予算・補助金等の確保
のため、令和２年度の主軸事業要望活動を県選出国会議員３名、関係国会議員１名の計４名に行いました。
当日は内山村長も同行し、中竹議長とともに、村の現状や地域の抱える課題などについて要望を行い、国会
議員からは、次年度向けた施策や課題解決へ向け協力を惜しまないと言った声をいただき、有意義な活動で
ありました。
　翌１９日には、再生可能エネルギーの研修として企業訪問を行い、国や企業が進めるエネルギー政策の情
報提供、意見交換などを行いました。

村民体育祭り

シンポジウム

令和元年10月31日発行 発行：山江村議会 編集：広報編集特別委員会
熊本県球磨郡山江村大字山田甲1356-1 ☎(0966)23-3401 FAX(0966)22-0105    山江村域内電話 ☎23-3401 
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心ひとつに！ みんなでジャンプ！！
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